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　有効期限：平成31年3月10日（日）～4月9日（火）
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☎ 62－0019
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アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　田舎の味噌づくり体験では、蒸した熱々の大豆を試食
した参加者に、これから作る味噌への期待で大豆以上
の熱気を感じました。　　　　　　　　　　　  （山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）

  各カートピアSSへ

皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
31年

№
216

●
編
集
・
発
行

　
な
ん
と
農
業
協
同
組
合  

総
合
企
画
室  

総
務
課
　
　
　
　
☎
０
７
６
３
―
６
２
―
２
１
２
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
３
―
６
２
―
３
５
７
７

目

　次 特集

営農情報 ……………………………………… 2

家庭菜園……………………………………… 4

総代の役割・新総代紹介 …………………… 5

なんとニュース …………………………… 8

女性部活動  ………………………………… 10

タイムスリップ ……………………………11

みんなの広場 …………………………………… 12

ＪＡなんと俳壇・税金こばなし ……………… 14

こんにちは福祉課です ………………………… 15

ＪＡインフォメーション ……………………… 16

ＪＡなんと連絡先 ………………………………    20

（表紙の説明は18ページ）

No. 216
March

3333
キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

お買物 円券1００
なんとセフレ 決算セール

20192019

【ご利用時のお約束】
＊この券は平成31年3月31日（日）まで、Ａコープなんとセフレ店でご利用
できます。

＊この券は2００円以上のお買物時にご利用できます。精算時にレジ係に
お渡しください。



営 農 情 報

・浸種は水温を10℃～15℃になるよう確保する。（浸種期間と温度を十分確保）
・老化苗とならないよう田植時期に応じた計画的な育苗を行う。
・育苗時の水のやりすぎに注意し、根張りの良いガッチリした苗に仕上げる。（換気に注意）

　モミガードC水和剤とイチバン500
倍液は混入しても構いません。

●該当する薬品名
  ・モミガードC水和剤
  ・イチバン500倍液

●回収料金（30年度参考価格：税込）
  ・ドラム缶（200ℓ） 13,890円（引取）
  ・ドラム缶（100ℓまで） 7,000円（引取）
  ・20ℓポリ容器 1,450円（持込）
  ・ポリ容器10ℓまで 750円（持込）

●回収方法
  産業廃棄物回収用200ℓドラム缶を貸与します。
  ※収集に支障のない場所（2tトラックで搬出可能）に保管下さい。
  ※ポリ容器は生産センターへ持ち込み下さい。

　  ★詳細については、生産センターへ（☎62‐0261）

平成31年度育苗計画

育苗計画　育苗作業は田植えの日を決めて計画しましょう（コシヒカリの場合）
田植予定日
５/１０
5/15

比重選・消毒
４/6
4/12

浸　種
4/7
4/13

催　芽
4/19
4/23

播　種
4/21
4/26

搬　出
4/24
4/29

育苗日数
播種から19日間
播種から19日間

●健苗育苗

コシヒカリを中心として

　農薬の適正な使用基準と環境保
護の見地から、例年通り右記の要
領で廃液の回収をいたします。趣
旨をご理解いただき、ご協力をお
願いします。

育苗消毒農薬の廃液を
回収いたします

育苗消毒農薬の廃液を
回収いたします

■ 初期生育の確保  ～ガッチリした苗に育てる～
　育苗時の要点

図１　育苗ハウスへの搬出後
　　　の積算気温と苗の状況
　　　※積算気温はアメダス
　　　　データ（H28年）

図２　積算気温235℃に
　　　達する日数
　　　※5/10田植えの
　　　　場合
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５月10日田植えの場合は、育苗
ハウスに搬出後16日で完成苗
になる。（図１,２）

 
 

平均
16.1日

積算気温235℃で、草丈13cm、
葉令2.3に達している。
H23年からも同様な傾向。

天候によりさらに早くなる事も予想
されます。田植えを早める準備も
しておきましょう。

平成31年度水稲栽培のポイント

城端・井口 生産組合長名簿城端・井口 生産組合長名簿
生産組合長協議会　会長：前田　孝志（理休）生産組合長協議会　会長：前田　孝志（理休） 農家組合員の代表でお世話いただきます。宜しくお願いいたします。

※備考欄の「新」は新任者の方々です。
農家組合員の代表でお世話いただきます。宜しくお願いいたします。
※備考欄の「新」は新任者の方々です。

各地区座談会でご質問いただきました内容については、3月下旬開催予定の生産組合長・営農組織代表者合同会議で
配布させていただきます。
各地区座談会でご質問いただきました内容については、3月下旬開催予定の生産組合長・営農組織代表者合同会議で
配布させていただきます。

①土づくりの実施

②健苗育成

③初期分げつの確保

④中干しの確実な実施と
　適切な水管理

⑤的確な穂肥施用

⑥登熟期間の適切な水管理

珪酸質資材等の継続的な投入（パワーシリカ100kg/10a）

田植え時期にあわせた浸種、播種を実施し育苗日数19日間（5月
10日以降の田植え苗）を目安とするとともに、換気を徹底する

 田植え3大ポイント
① 品種ごとの栽植密度の確保
② 植付本数3～4本/株
③ 植付深さ3cm程度

田植25日後の溝切りの実施
田植え30日後からの中干しの確実な実施

土壌条件と生育・気象状況に応じた穂肥の施用
品種に応じた穂揃期の葉色誘導

出穂期から20日間は水を切らさず、湛水状態を保つ
　稲体活力の維持
　カドミウムの吸収抑制
　胴割粒防止

城端地域
 生産組合 氏　名 備考
 信　末 山川　　学 新
 是　安 福島　賢修 
 大　窪 矢倉　聖司 
 細　木 細川　佳一 
 野　田 小山　敏春 新
 金　戸 中仙道俊雄 
 国　広 伊東　尚孝 
 千　福 石橋　裕志 
 西　原 西浦　信一 
 野　口 家本　雄史 
 塔　尾 水本　　誠 
 上　原 大浦　静夫 新

 生産組合 氏　名 備考
 上　見 坂中　章浩 新
 京　塚 栗山　和男 
 南　原 中田　雅敏 
 瀬　戸 清水　淳也 新
 盛　新 北川　　勝 新
 中　尾 中谷　晴成 新
 大谷島 高桑　文夫 
 大鋸屋 市川　幸治 新
 打　尾 山下　一良 
 泉　沢 若林　幸信 新
 林　道 谷口　広志 

 生産組合 氏　名 備考
 理　休 前田　孝志 新
 町　部 中谷　正一 
 城　信 若林　嘉隆 
 北　野 沖田　　功 新
 長楽寺 経田　武志 
 次郎丸 片山　康雄 
 吉　松 小川　洋市 
 蓑　谷 田原　政人 新
 細　野 宮田　　忠 新
 西　明 帰山　英治 新
 東西原 谷田　弘志 

井口地域
 生産組合 氏　名 備考
 井　口 中嶋　正男 新
 上広安 吉田　治夫 
 宮　後 三橋　正洋 

 生産組合 氏　名 備考
 池　尻 荒井　吉冶 
 久　保 塚田　英俊 
 池　田 吉田　琢治 新

 生産組合 氏　名 備考
 蛇　喰 藤信　　浩 新
 川上中 北島　　暁 新
 大　野 岡田　昭夫 

（敬称略）

※植え始めには、植付本数
や植付深さが適正か必ず確
認しましょう。

※出穂後10日間の最高気温が30℃以
上で、日射過多の日が続いた場合、胴
割れ米の発生につながる。

22019年 3月号3 2019年 3月号
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か
っ
た
た
め
、
選
挙
期
日（
２
月
４

日
）に
投
票
す
る
こ
と
な
く
新
総
代
500
人
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
准
組
合
員
代
表
者
30
人

も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
31
年
３
月

１
日
か
ら
平
成
34
年
２
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
農
協
事
業
の
舵
取
り
は
、
総
代
の
皆
様
と
Ｊ
Ａ

役
員
、
職
員
の
協
同
の
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま

す
。

　
総
代
の
皆
様
が
、
組
合
運
営
に
つ
い
て
直
接
審

議
す
る
総
代
会
は
意
思
決
定
機
関
の
最
高
峰
に
位

置
し
ま
す
。
総
代
会
議
場
へ
は
、
地
域
の
先
導
的

役
割
か
ら
組
合
員
の
多
様
な
意
見
を
聴
取
し
て
臨

み
、
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
今
年
度
の
総
代
会
は
５
月
下
旬
の
予
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
代
表
者
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
て
出
席
し
、
建
設
的
意
見
に
よ
っ
て

組
合
の
発
展
に
傾
注
し
ま
し
ょ
う
。

　
准
組
合
員
代
表
者
は
、
議
決
権
を
持
ち
ま
せ
ん

が
、
組
合
事
業
を
利
用
す
る
立
場
か
ら
必
要
な
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
切
な
事
業
運

営
が
成
さ
れ
る
た
め
の
措
置
を
検
討
す
る
た
め
に

も
率
先
し
て
出
席
し
ま
し
ょ
う
。

総
代
会
の
仕
組
み

　
総
代
会
と
は
、
総
会
に
代
わ
っ
て
農

協
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関
で
、
正
組

合
員
が
500
人
以
上
の
農
協
が
定
款
に
定

め
る
こ
と
に
よ
り
設
置
で
き
ま
す
。
総

代
の
数
は
、
正
組
合
員
の
総
数
の
５
分

の
１
以
上
（
正
組
合
員
の
数
が
２
，５

０
０
人
を
超
え
る
場
合
は
500
人
以
上
）

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
代
会
の

権
限
は
、
農
協
の
合
併
や
解
散
の
議
決

な
ど
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
総
会
と

同
じ
で
す
。

総 
代 
の 
役 

割

●
組
合
員
の
考
え
方
・
意
見
な
ど
を
Ｊ

Ａ
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
日
常

そ
れ
ら
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
総
代
の
役
割
を
自
覚
し
、
組
合
活
動

に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
建
設
的
な
提
言
を
行
い
、
申

し
合
わ
せ
た
事
項
に
従
い
ま
し
ょ

う
。

●
組
合
活
動
に
消
極
的
な
人
、
利
用
度

の
低
い
人
に
は
協
同
の
有
利
性
を
説

き
、
仲
間
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
ま
し
ょ
う
。

●
営
農
と
生
活
を
守
る
組
織
・
事
業
活

動
に
、
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
常
に
自
己
啓
発
と
学
習
活
動
に
熱
意

を
も
ち
、
Ｊ
Ａ
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
し
ま
し
ょ
う
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
良
い
種
芋
を
準
備
し
て
、
適
期
植
え
付
け

チャレンジ
あなたも

お
問
合
わ
せ
は…

J
A
な
ん
と
生
産
セ
ン
タ
ー （
☎
6
2

－

0
2
6
1
）

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

家
庭
菜
園

　
梅
の
花
が
咲
き
終
わ
り
、
土
の
ぬ
く
も
り

が
感
じ
ら
れ
る
頃
に
な
る
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
植
え
ど
き
で
す
。
あ
ま
り
植
え
付
け
を
急

ぐ
と
、
地
温
不
足
の
た
め
芽
が
伸
び
て
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
植
え
遅
れ
る
と
、
生
育
の
後

半
期
が
高
温
に
な
っ
て
し
ま
い
、
芋
の
肥
大

の
適
温
日
数
が
足
り
ず
、
後
期
に
は
病
害
が

多
発
し
て
収
穫
が
十
分
に
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
種
芋
を
選
ぶ
上
で
重
要
な
の
は
、
ウ
イ
ル

ス
病
や
そ
の
他
の
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な

い
、
検
査
に
合
格
し
た
、
種
子
用
と
し
て
市

販
さ
れ
て
い
る
物
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
休
眠

か
ら
目
覚
め
、
程
よ
く
芽
が
伸
び
始
め
た
物

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　
種
芋
の
準
備
で
大
切
な
こ
と
は
、
大
き
い

物
は
各
片
に
芽
が
均
等
に
付
く
よ
う
に
、
縦

に
切
り
割
り
、
1
片
を
25
〜
30
ｇ
に
し
て
お

き
ま
す
。

　
畑
に
植
え
付
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
芋
の

切
り
口
を
下
方
に
向
け
る
よ
う
に
植
え
付
け

ま
す
。
切
っ
て
2
〜
3
日
置
き
、
断
面
を

乾
か
し
て
植
え
る
の
が
良
い
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
良
い
種
芋
な
ら
す
ぐ
に
植

え
て
も
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
品
種
は
、
長
年
の
代
表

品
種
の
「
男
爵
薯
」「
メ
ー
ク
イ
ン
」
な
ど

だ
け
で
な
く
、
各
種
の
用
途
に
向
く
個
性

派
の
新
し
い
品
種
が
お
目
見
え
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
「
キ
タ
ア
カ
リ
」（
粉
質
、

煮
上
が
り
が
早
く
、
レ
ン
ジ
調
理
に
も
）、

「
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
」（
皮
、
果
肉
共
に
紫
、

煮
崩
れ
少
）、「
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
」（
濃
厚

で
独
特
な
風
味
、
煮
物
、チ
ッ
プ
、フ
ラ
イ
、

レ
ン
ジ
調
理
に
も
）、
ア
ン
デ
ス
赤
（
粉
質
、

良
食
味
で
サ
ラ
ダ
に
向
く
、β
–
カ
ロ
テ
ン

含
量
多
）、「
十
勝
こ
が
ね
」（
煮
物
、フ
ラ
イ
、

加
工
調
理
に
も
、貯
蔵
性
高
い
）な
ど
で
す
。

「
花
標
津
」「
レ
ッ
ド
　
ム
ー
ン
」「
ワ
セ
シ

ロ
」「
ベ
ニ
ア
カ
リ
」「
マ
チ
ル
ダ
」
な
ど
、

花
色
や
花
形
を
楽
し
め
る
品
種
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
品
種
の
種
芋
は
、
出

回
り
量
が
少
な
い
の
で
、
早
め
に
J
A
や

種
苗
会
社
に
手
配
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
低
温
で
も
よ
く
育
ち
、

わ
ず
か
3
カ
月
余
り
で
種
芋
の
15
倍
も
収

穫
で
き
る
の
で
、
早
く
か
ら
子
芋
を
た
く

さ
ん
付
け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
早
掘
り
（
探

り
掘
り
）
し
て
、
新
鮮
な
春
の
味
を
十
分

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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新総代500人･新准組合員代表者30人選出新総代500人･新准組合員代表者30人選出

▲昨年の総代会の様子

総代選挙・准組合員代表者選出結果



　
任
期
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了
に
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ん
と
農
業
協
同
組
合
の
総

代
選
挙
は
、
１
月
22
日
に
公
告
さ
れ
ま
し
た
。
同

日
午
後
５
時
を
以
っ
て
、
立
候
補
届
並
び
に
推
薦

届
の
受
理
を
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
候
補
者
が
定

員
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
選
挙
期
日（
２
月
４

日
）に
投
票
す
る
こ
と
な
く
新
総
代
500
人
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
准
組
合
員
代
表
者
30
人

も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
31
年
３
月

１
日
か
ら
平
成
34
年
２
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
農
協
事
業
の
舵
取
り
は
、
総
代
の
皆
様
と
Ｊ
Ａ

役
員
、
職
員
の
協
同
の
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま

す
。

　
総
代
の
皆
様
が
、
組
合
運
営
に
つ
い
て
直
接
審

議
す
る
総
代
会
は
意
思
決
定
機
関
の
最
高
峰
に
位

置
し
ま
す
。
総
代
会
議
場
へ
は
、
地
域
の
先
導
的

役
割
か
ら
組
合
員
の
多
様
な
意
見
を
聴
取
し
て
臨

み
、
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
今
年
度
の
総
代
会
は
５
月
下
旬
の
予
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
代
表
者
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
て
出
席
し
、
建
設
的
意
見
に
よ
っ
て

組
合
の
発
展
に
傾
注
し
ま
し
ょ
う
。

　
准
組
合
員
代
表
者
は
、
議
決
権
を
持
ち
ま
せ
ん

が
、
組
合
事
業
を
利
用
す
る
立
場
か
ら
必
要
な
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
切
な
事
業
運

営
が
成
さ
れ
る
た
め
の
措
置
を
検
討
す
る
た
め
に

も
率
先
し
て
出
席
し
ま
し
ょ
う
。

総
代
会
の
仕
組
み

　
総
代
会
と
は
、
総
会
に
代
わ
っ
て
農

協
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関
で
、
正
組

合
員
が
500
人
以
上
の
農
協
が
定
款
に
定

め
る
こ
と
に
よ
り
設
置
で
き
ま
す
。
総

代
の
数
は
、
正
組
合
員
の
総
数
の
５
分

の
１
以
上
（
正
組
合
員
の
数
が
２
，５

０
０
人
を
超
え
る
場
合
は
500
人
以
上
）

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
代
会
の

権
限
は
、
農
協
の
合
併
や
解
散
の
議
決

な
ど
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
総
会
と

同
じ
で
す
。
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合
員
の
考
え
方
・
意
見
な
ど
を
Ｊ

Ａ
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
日
常

そ
れ
ら
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
総
代
の
役
割
を
自
覚
し
、
組
合
活
動

に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
建
設
的
な
提
言
を
行
い
、
申

し
合
わ
せ
た
事
項
に
従
い
ま
し
ょ

う
。

●
組
合
活
動
に
消
極
的
な
人
、
利
用
度

の
低
い
人
に
は
協
同
の
有
利
性
を
説

き
、
仲
間
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
ま
し
ょ
う
。

●
営
農
と
生
活
を
守
る
組
織
・
事
業
活

動
に
、
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
常
に
自
己
啓
発
と
学
習
活
動
に
熱
意

を
も
ち
、
Ｊ
Ａ
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
し
ま
し
ょ
う
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
良
い
種
芋
を
準
備
し
て
、
適
期
植
え
付
け
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わ
せ
は…
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梅
の
花
が
咲
き
終
わ
り
、
土
の
ぬ
く
も
り

が
感
じ
ら
れ
る
頃
に
な
る
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
植
え
ど
き
で
す
。
あ
ま
り
植
え
付
け
を
急

ぐ
と
、
地
温
不
足
の
た
め
芽
が
伸
び
て
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
植
え
遅
れ
る
と
、
生
育
の
後

半
期
が
高
温
に
な
っ
て
し
ま
い
、
芋
の
肥
大

の
適
温
日
数
が
足
り
ず
、
後
期
に
は
病
害
が

多
発
し
て
収
穫
が
十
分
に
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
種
芋
を
選
ぶ
上
で
重
要
な
の
は
、
ウ
イ
ル

ス
病
や
そ
の
他
の
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な

い
、
検
査
に
合
格
し
た
、
種
子
用
と
し
て
市

販
さ
れ
て
い
る
物
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
休
眠

か
ら
目
覚
め
、
程
よ
く
芽
が
伸
び
始
め
た
物

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　
種
芋
の
準
備
で
大
切
な
こ
と
は
、
大
き
い

物
は
各
片
に
芽
が
均
等
に
付
く
よ
う
に
、
縦

に
切
り
割
り
、
1
片
を
25
〜
30
ｇ
に
し
て
お

き
ま
す
。

　
畑
に
植
え
付
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
芋
の

切
り
口
を
下
方
に
向
け
る
よ
う
に
植
え
付
け

ま
す
。
切
っ
て
2
〜
3
日
置
き
、
断
面
を

乾
か
し
て
植
え
る
の
が
良
い
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
良
い
種
芋
な
ら
す
ぐ
に
植

え
て
も
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
品
種
は
、
長
年
の
代
表

品
種
の
「
男
爵
薯
」「
メ
ー
ク
イ
ン
」
な
ど

だ
け
で
な
く
、
各
種
の
用
途
に
向
く
個
性

派
の
新
し
い
品
種
が
お
目
見
え
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
「
キ
タ
ア
カ
リ
」（
粉
質
、

煮
上
が
り
が
早
く
、
レ
ン
ジ
調
理
に
も
）、

「
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
」（
皮
、
果
肉
共
に
紫
、

煮
崩
れ
少
）、「
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
」（
濃
厚

で
独
特
な
風
味
、
煮
物
、チ
ッ
プ
、フ
ラ
イ
、

レ
ン
ジ
調
理
に
も
）、
ア
ン
デ
ス
赤
（
粉
質
、

良
食
味
で
サ
ラ
ダ
に
向
く
、β
–
カ
ロ
テ
ン

含
量
多
）、「
十
勝
こ
が
ね
」（
煮
物
、フ
ラ
イ
、

加
工
調
理
に
も
、貯
蔵
性
高
い
）な
ど
で
す
。

「
花
標
津
」「
レ
ッ
ド
　
ム
ー
ン
」「
ワ
セ
シ

ロ
」「
ベ
ニ
ア
カ
リ
」「
マ
チ
ル
ダ
」
な
ど
、

花
色
や
花
形
を
楽
し
め
る
品
種
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
品
種
の
種
芋
は
、
出

回
り
量
が
少
な
い
の
で
、
早
め
に
J
A
や

種
苗
会
社
に
手
配
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
低
温
で
も
よ
く
育
ち
、

わ
ず
か
3
カ
月
余
り
で
種
芋
の
15
倍
も
収

穫
で
き
る
の
で
、
早
く
か
ら
子
芋
を
た
く

さ
ん
付
け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
早
掘
り
（
探

り
掘
り
）
し
て
、
新
鮮
な
春
の
味
を
十
分

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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組
合
員
代
表

南
山
田
選
挙
区
定
員
107
人

石
村
　
一
夫
　（
信
　
末
）

石
村
　
悦
丈
　（
信
　
末
）

石
村
　
謙
一
　（
信
　
末
）

石
村
　
久
夫
　（
信
　
末
）

石
村
　
澄
夫
　（
信
　
末
）

石
川
　
悦
通
　（
信
　
末
）

池
田
　
修
一
　（
信
　
末
）

池
田
　
　
進
　（
信
　
末
）

中
家
　
春
夫
　（
信
　
末
）

西
川
　
　
勲
　（
信
　
末
）

西
川
　
　
博
　（
信
　
末
）

山
川
　
　
茂
　（
信
　
末
）

安
川
　
重
雄
　（
信
　
末
）

松
林
　
四
郎
　（
信
　
末
）

伊
東
　
輝
雄
　（
是
　
安
）

伊
東
　
幸
一
　（
是
　
安
）

喜
多
　
　
博
　（
是
　
安
）

竹
中
　
達
夫
　（
是
　
安
）

中
川
　
正
雄
　（
是
　
安
）

福
島
　
賢
修
　（
是
　
安
）

細
川
　
道
雄
　（
是
　
安
）

松
原
　
邦
男
　（
是
　
安
）

松
原
　
　
進
　（
是
　
安
）

安
村
　
良
成
　（
是
　
安
）

山
下
　
善
章
　（
是
　
安
）

山
下
　
豊
作
　（
是
　
安
）

山
下
　
嶔
一
　（
是
　
安
）

山
下
　
誠
信
　（
是
　
安
）

北
川
　
謙
治
　（
大
　
窪
）

久
保
　
尚
範
　（
大
　
窪
）

佐
々
木
盛
久
　（
大
　
窪
）

高
塚
　
　
満
　（
大
　
窪
）

西
村
　
　
博
　（
大
　
窪
）

林
　
　
重
秀
　（
大
　
窪
）

矢
倉
　
聖
司
　（
大
　
窪
）

川
口
　
　
勇
　（
細
　
木
）

新総代・准組合員代表者紹介新総代・准組合員代表者紹介

川
口
　
　
弘
　（
細
　
木
）

川
口
　
正
城
　（
細
　
木
）

細
川
　
　
哲
　（
細
　
木
）

鷲
尾
　
久
義
　（
細
　
木
）

鷲
尾
　
豊
治
　（
細
　
木
）

岩
田
　
　
正
　（
野
　
田
）

小
山
　
敏
春
　（
野
　
田
）

高
田
　
義
治
　（
野
　
田
）

高
田
　
哲
行
　（
野
　
田
）

中
川
　
　
進
　（
野
　
田
）

中
嶋
　
正
廣
　（
野
　
田
）

長
草
　
勝
治
　（
野
　
田
）

正
平
　
恵
治
　（
野
　
田
）

勇
崎
　
清
孝
　（
野
　
田
）

朝
日
　
秀
雄
　（
金
　
戸
）

石
橋
　
友
吉
　（
金
　
戸
）

江
　
　
　
実
　（
金
　
戸
）

品
川
　
義
孝
　（
金
　
戸
）

杉
本
　
　
清
　（
金
　
戸
）

品
川
　
利
得
　（
金
　
戸
）

竹
山
登
代
明
　（
金
　
戸
）

中
仙
道
俊
雄
　（
金
　
戸
）

畠
嶋
　
峰
雄
　（
金
　
戸
）

東
頭
　
久
義
　（
金
　
戸
）

盛
田
　
浩
一
　（
金
　
戸
）

盛
田
　
正
則
　（
金
　
戸
）

山
崎
　
三
郎
　（
金
　
戸
）

沢
　
　
賢
治
　（
国
　
広
）

広
田
　
芳
雄
　（
国
　
広
）

広
田
　
一
雄
　（
国
　
広
）

丸
山
　
秀
夫
　（
国
　
広
）

盛
田
　
敏
治
　（
国
　
広
）

石
橋
　
浩
明
　（
千
　
福
）

石
橋
　
裕
志
　（
千
　
福
）

側
原
　
一
雄
　（
千
　
福
）

中
島
　
友
次
　（
千
　
福
）

林
　
　
謙
一
　（
千
　
福
）

林
　
　
孝
志
　（
千
　
福
）

樋
口
　
澄
男
　（
千
　
福
）

樋
口
　
友
與
　（
千
　
福
）

深
田
　
　
聡
　（
千
　
福
）

山
畔
　
勝
博
　（
千
　
福
）

田
嶋
　
祐
治
　（
野
　
口
）

山
下
　
克
雄
　（
野
　
口
）

山
下
　
哲
夫
　（
野
　
口
）

山
下
　
忠
雄
　（
野
　
口
）

山
下
　
欽
次
　（
野
　
口
）

八
畑
　
修
平
　（
野
　
口
）

中
川
　
　
清
　（
示
　
野
）

宮
林
　
　
茂
　（
示
　
野
）

株
原
　
健
一
　（
塔
　
尾
）

篠
原
　
博
志
　（
塔
　
尾
）

水
本
　
孝
志
　（
塔
　
尾
）

水
本
　
和
夫
　（
塔
　
尾
）

水
本
　
喜
一
　（
塔
　
尾
）

大
浦
　
章
一
　（
上
　
原
）

長
井
　
立
男
　（
上
　
原
）

山
元
　
道
雄
　（
上
　
原
）

奥
村
　
広
司
　（
上
　
見
）

北
崎
　
芳
輝
　（
上
　
見
）

笹
田
　
一
元
　（
上
　
見
）

嶋
田
　
健
治
　（
上
　
見
）

高
崎
　
清
子
　（
上
　
見
）

高
嶋
　
正
男
　（
上
　
見
）

餅
田
　
正
孝
　（
上
　
見
）

境
　
　
富
広
　（
立
野
原
東
）

惣
部
　
　
彰
　（
立
野
原
東
）

高
田
　
正
治
　（
立
野
原
東
）

氷
見
不
二
雄
　（
立
野
原
東
）

青
能
　
　
剛
　（
立
野
原
東
）

中
田
　
雅
敏
　（
立
野
原
東
）

大
鋸
屋
選
挙
区
定
員
68
人

岩
貝
　
　
實
　（
瀬
　
戸
）

谷
口
　
孝
吉
　（
瀬
　
戸
）

北
川
　
　
勝
　（
盛
　
新
）

北
本
　
君
枝
　（
盛
　
新
）

北
本
　
　
淳
　（
盛
　
新
）

山
本
　
幸
夫
　（
盛
　
新
）

米
川
　
　
直
　（
盛
　
新
）

中
窪
　
弥
則
　（
中
　
尾
）

中
窪
　
信
治
　（
中
　
尾
）

中
勝
　
英
美
　（
中
　
尾
）

岩
貝
　
孝
一
　（
大
谷
島
）

高
桑
　
文
夫
　（
大
谷
島
）

市
川
　
幸
治
　（
大
鋸
屋
）

石
山
　
伸
二
　（
大
鋸
屋
）

北
川
　
秀
夫
　（
大
鋸
屋
）

五
東
　
　
裕
　（
大
鋸
屋
）

西
村
　
　
隆
　（
大
鋸
屋
）

橋
場
　
清
治
　（
大
鋸
屋
）

藤
井
　
右
門
　（
大
鋸
屋
）

前
田
　
久
夫
　（
大
鋸
屋
）

松
川
　
均
　
　（
大
鋸
屋
）

松
本
　
文
一
　（
大
鋸
屋
）

松
本
　
正
敏
　（
大
鋸
屋
）

山
口
　
光
春
　（
大
鋸
屋
）

山
口
　
幸
一
　（
大
鋸
屋
）

山
田
　
一
昭
　（
大
鋸
屋
）

内
山
　
俊
昭
　（
打
　
尾
）

内
山
　
　
栄
　（
打
　
尾
）

坂
田
　
浩
二
　（
打
　
尾
）

谷
口
　
昭
子
　（
打
　
尾
）

松
本
　
義
孝
　（
打
　
尾
）

横
山
　
義
明
　（
打
　
尾
）

横
山
　
弘
明
　（
打
　
尾
）

杉
村
　
　
稔
　（
泉
　
沢
）

竹
下
　
信
秋
　（
泉
　
沢
）

竹
下
　
眞
一
　（
泉
　
沢
）

中
谷
　
喜
敬
　（
泉
　
沢
）

西
村
　
治
　
　（
泉
　
沢
）

山
下
　
良
一
　（
泉
　
沢
）

山
本
　
正
昭
　（
泉
　
沢
）

若
林
　
孝
志
　（
泉
　
沢
）

石
村
　
宗
明
　（
林
　
道
）

川
西
　
　
武
　（
林
　
道
）

小
谷
川
善
也
　（
林
　
道
）

澤
田
　
善
市
　（
林
　
道
）

島
田
　
健
市
　（
林
　
道
）

谷
口
　
正
裕
　（
林
　
道
）

谷
口
　
倫
一
　（
林
　
道
）

谷
口
　
外
信
　（
林
　
道
）

中
道
　
道
夫
　（
林
　
道
）

中
道
　
秀
男
　（
林
　
道
）

林
　
　
勝
雄
　（
林
　
道
）

山
本
　
博
之
　（
林
　
道
）

川
嶋
　
一
好
　（
理
　
休
）

江
田
　
　
清
　（
理
　
休
）

神
川
　
弘
幸
　（
理
　
休
）

川
嶋
　
俊
明
　（
理
　
休
）

加
藤
　
博
文
　（
理
　
休
）

谷
村
由
紀
夫
　（
理
　
休
）

飛
口
　
秀
徳
　（
理
　
休
）

中
嶋
　
昭
洋
　（
理
　
休
）

開
　
　
正
雄
　（
理
　
休
）

前
田
弥
寿
夫
　（
理
　
休
）

南
　
　
靖
男
　（
理
　
休
）

湯
浅
　
健
一
　（
理
　
休
）

川
端
　
安
夫
　（
城
　
端
）

中
谷
　
正
一
　（
城
　
端
）

山
本
　
定
信
　（
城
　
端
）

北 

野 

選
挙
区
　
定
員
54
人

上
田
　
恵
一
　（
北
　
野
）

上
田
　
正
雄
　（
北
　
野
）

堀
川
　
　
理
　（
北
　
野
）

南
部
太
美
雄
　（
北
　
野
）

細
川
左
八
郎
　（
北
　
野
）

堀
川
　
弘
明
　（
北
　
野
）

竹
内
喜
代
志
　（
北
　
野
）

西
川
　
清
澄
　（
北
　
野
）

北
川
　
利
明
　（
北
　
野
）

向
田
　
清
作
　（
北
　
野
）

荒
木
　
　
彰
　（
北
　
野
）

沖
田
　
澄
夫
　（
北
　
野
）

坂
田
　
邦
明
　（
北
　
野
）

上
田
　
信
明
　（
北
　
野
）

高
長
　
英
夫
　（
北
　
野
）

沖
田
　
治
義
　（
北
　
野
）

俵
　
　
博
之
　（
北
　
野
）

沖
田
　
光
弘
　（
北
　
野
）

竹
沢
　
康
弘
　（
北
　
野
）

中
西
　
秀
治
　（
北
　
野
）

勇
﨑
　
雅
文
　（
北
　
野
）

岩
井
　
浩
一
　（
長
楽
寺
）

喜
多
砂
代
子
　（
長
楽
寺
）

経
田
　
武
志
　（
長
楽
寺
）

経
田
雄
一
郎
　（
長
楽
寺
）

辻
脇
　
一
道
　（
長
楽
寺
）

辻
脇
　
　
晋
　（
長
楽
寺
）

中
田
　
政
典
　（
長
楽
寺
）

中
路
　
宗
司
　（
長
楽
寺
）

西
田
　
弥
夫
　（
長
楽
寺
）

野
村
　
　
昇
　（
長
楽
寺
）

長
谷
川
孝
志
　（
長
楽
寺
）

桜
井
　
一
之
　（
長
楽
寺
）

櫻
井
香
代
江
　（
長
楽
寺
）

片
山
　
勝
広
　（
次
郎
丸
）

片
山
　
裕
一
　（
次
郎
丸
）

片
山
　
芳
徳
　（
次
郎
丸
）

健
名
　
史
朗
　（
次
郎
丸
）

松
井
　
　
茂
　（
次
郎
丸
）

山
下
　
一
夫
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
正
志
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
　
淳
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
謙
一
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
久
男
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
美
治
　（
次
郎
丸
）

荒
木
　
秋
雄
　（
吉
　
松
）

荒
木
　
勝
夫
　（
吉
　
松
）

伊
藤
　
　
満
　（
吉
　
松
）

伊
藤
　
慶
治
　（
吉
　
松
）

伊
藤
　
正
広
　（
吉
　
松
）

内
田
　
明
夫
　（
吉
　
松
）

小
川
孝
太
郎
　（
吉
　
松
）

川
崎
　
和
夫
　（
吉
　
松
）

長
尾
　
武
志
　（
吉
　
松
）

蓑 

谷 

選
挙
区
　
定
員
61
人

田
原
　
浩
光
　（
蓑
　
谷
）

永
井
　
雪
枝
　（
蓑
　
谷
）

長
尾
　
益
勇
　（
蓑
　
谷
）

田
原
　
政
信
　（
蓑
　
谷
）

廣
島
喜
代
志
　（
蓑
　
谷
）

杉
本
　
　
茂
　（
蓑
　
谷
）

鶴
見
　
康
祐
　（
蓑
　
谷
）

中
嶋
　
一
夫
　（
蓑
　
谷
）

佐
々
木
晃
次
　（
蓑
　
谷
）

徳
田
　
清
信
　（
蓑
　
谷
）

梅
原
　
証
真
　（
蓑
　
谷
）

税
光
　
信
作
　（
蓑
　
谷
）

平
田
　
忠
詞
　（
蓑
　
谷
）

俵
　
　
秋
雄
　（
蓑
　
谷
）

馬
瀬
　
清
治
　（
蓑
　
谷
）

俵
　
　
重
博
　（
蓑
　
谷
）

近
川
　
久
雄
　（
蓑
　
谷
）

中
屋
　
清
志
　（
蓑
　
谷
）

近
川
　
良
男
　（
蓑
　
谷
）

近
川
　
幸
政
　（
蓑
　
谷
）

長
尾
　
直
次
　（
蓑
　
谷
）

長
尾
　
　
優
　（
蓑
　
谷
）

池
川
　
禎
子
　（
蓑
　
谷
）

今
井
　
一
滋
　（
蓑
　
谷
）

水
口
　
俊
弘
　（
蓑
　
谷
）

永
井
　
友
一
　（
蓑
　
谷
）

広
田
　
文
義
　（
蓑
　
谷
）

山
田
健
四
郎
　（
蓑
　
谷
）

池
田
　
修
一
　（
蓑
　
谷
）

池
田
　
　
聡
　（
蓑
　
谷
）

野
田
　
勝
彦
　（
細
　
野
）

高
沢
　
友
吉
　（
細
　
野
）

大
田
　
賢
一
　（
細
　
野
）

下
川
　
　
博
　（
細
　
野
）

平
岡
　
裕
志
　（
細
　
野
）

嶋
田
　
　
敦
　（
細
　
野
）

山
田
　
孝
司
　（
細
　
野
）

岡
崎
　
早
苗
　（
細
　
野
）

中
嶋
喜
代
志
　（
細
　
野
）

宮
本
　
昭
浩
　（
細
　
野
）

藤
沢
　
正
樹
　（
細
　
野
）

松
崎
　
　
実
　（
細
　
野
）

山
道
　
弥
生
　（
細
　
野
）

前
田
　
康
久
　（
西
　
明
）

山
本
　
邦
博
　（
西
　
明
）

根
井
　
仁
一
　（
西
　
明
）

松
嶋
　
弘
子
　（
西
　
明
）

伊
川
　
泰
治
　（
西
　
明
）

稲
塚
　
嘉
輝
　（
西
　
明
）

堀
田
　
　
毅
　（
西
　
明
）

傍
田
　
良
明
　（
西
　
明
）

中
島
　
邦
夫
　（
西
　
明
）

宮
川
　
弘
幸
　（
西
　
明
）

八
谷
　
重
吉
　（
西
　
明
）

前
田
　
達
夫
　（
西
　
明
）

柳
丸
　
武
義
　（
西
　
明
）

谷
田
　
弘
志
　（
東
西
原
）

谷
野
　
秀
雪
　（
東
西
原
）

藤
田
　
武
浩
　（
東
西
原
）

藤
澤
　
　
将
　（
東
西
原
）

山
田
　
憲
次
　（
東
西
原
）

城
信
選
挙
区
定
員
10
人

石
本
　
義
明
　（
城
　
端
）

置
田
今
朝
男
　（
城
　
端
）

上
牧
　
清
文
　（
城
　
端
）

竹
中
　
正
治
　（
城
　
端
）

中
川
　
和
幸
　（
城
　
端
）

中
嶋
　
　
聡
　（
城
　
端
）

中
村
　
征
夫
　（
城
　
端
）

古
軸
　
修
一
　（
城
　
端
）

山
下
　
光
久
　（
城
　
端
）

若
林
　
嘉
隆
　（
城
　
端
）

井
口
選
挙
区
　
定
員
65
人

小
林
　
忠
文
　（
井
　
口
）

小
林
加
津
實
　（
井
　
口
）

小
林
　
秀
昭
　（
井
　
口
）

小
林
　
文
雄
　（
井
　
口
）

高
田
　
篤
志
　（
井
　
口
）

高
田
　
正
俊
　（
井
　
口
）

中
川
　
　
正
　（
井
　
口
）

荒
木
　
信
人
　（
上
広
安
）

藤
田
　
幸
蔵
　（
上
広
安
）

吉
田
　
治
夫
　（
上
広
安
）

木
下
　
春
一
　（
宮
　
後
）

吉
岡
　
直
廣
　（
宮
　
後
）

山
下
　
祐
行
　（
宮
　
後
）

吉
田
　
　
修
　（
宮
　
後
）

吉
田
　
豊
五
　（
宮
　
後
）

吉
田
　
茂
仁
　（
宮
　
後
）

今
井
　
　
渉
　（
池
　
尻
）

今
井
　
正
浩
　（
池
　
尻
）

今
井
　
鉄
也
　（
池
　
尻
）

今
井
登
喜
雄
　（
池
　
尻
）

今
井
　
　
智
　（
池
　
尻
）

池
田
　
淑
則
　（
池
　
尻
）

池
田
　
　
清
　（
池
　
尻
）

馬
場
　
正
幸
　（
池
　
尻
）

窪
田
　
俊
夫
　（
池
　
尻
）

三
田
　
　
泉
　（
池
　
尻
）

池
田
　
隆
司
　（
久
　
保
）

井
口
　
清
文
　（
久
　
保
）

林
川
　
昭
三
　（
久
　
保
）

武
部
　
　
巧
　（
久
　
保
）

高
﨑
　
　
悟
　（
久
　
保
）

塚
﨑
　
　
貢
　（
久
　
保
）

北
村
　
修
一
　（
池
　
田
）

杉
野
　
久
志
　（
池
　
田
）

中
嶋
　
伸
夫
　（
池
　
田
）

中
井
　
一
紀
　（
池
　
田
）

藤
田
　
　
繁
　（
池
　
田
）

吉
田
　
琢
治
　（
池
　
田
）

金
道
　
良
博
　（
蛇
　
喰
）

北
澤
　
一
夫
　（
蛇
　
喰
）

中
川
恵
理
子
　（
蛇
　
喰
）

藤
信
　
幸
夫
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
　
修
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
久
一
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
匡
澄
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
則
雄
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
清
次
　（
蛇
　
喰
）

平
松
　
郁
文
　（
蛇
　
喰
）

平
田
　
豊
克
　（
蛇
　
喰
）

吉
村
　
久
昭
　（
蛇
　
喰
）

吉
田
　
　
勉
　（
蛇
　
喰
）

吉
田
　
順
志
　（
蛇
　
喰
）

北
島
　
　
暁
　（
川
上
中
）

清
水
　
篤
志
　（
川
上
中
）

高
野
　
栄
三
　（
川
上
中
）

田
島
　
敏
夫
　（
川
上
中
）

長
田
　
法
和
　（
川
上
中
）

中
井
　
　
貢
　（
川
上
中
）

中
嶋
　
誠
治
　（
川
上
中
）

永
多
　
峯
治
　（
川
上
中
）

西
野
　
賢
澄
　（
川
上
中
）

前
川
　
　
隆
　（
川
上
中
）

前
川
　
　
茂
　（
川
上
中
）

山
田
　
敏
明
　（
川
上
中
）

岡
田
　
昭
夫
　（
大
　
野
）

平
選
挙
区
　
定
員
85
人

池
田
　
　
實
　（
下
　
梨
）

九
里
　
保
二
　（
下
　
梨
）

近
藤
　
隆
志
　（
下
　
梨
）

坂
本
喜
代
子
　（
下
　
梨
）

高
田
　
生
一
　（
下
　
梨
）

高
田
富
良
夫
　（
下
　
梨
）

高
桒
　
武
彦
　（
下
　
梨
）

辻
　
　
四
郎
　（
下
　
梨
）

辻
　
　
寿
一
　（
下
　
梨
）

辻
　
清
市
郎
　（
下
　
梨
）

水
上
　
清
正
　（
下
　
梨
）

村
上
　
嘉
範
　（
下
　
梨
）

池
田
　
政
彦
　（
大
　
島
）

池
田
外
三
夫
　（
大
　
島
）

丘
村
　
哲
夫
　（
大
　
島
）

澤
田
　
清
司
　（
大
　
島
）

島
辺
　
辰
次
　（
大
　
島
）

野
原
　
武
次
　（
大
　
島
）

藤
田
外
与
次
　（
大
　
島
）

山
崎
　
富
治
　（
大
　
島
）

赤
石
　
昭
夫
　（
籠
　
渡
）

上
原
　
史
朗
　（
籠
　
渡
）

表
　
　
久
義
　（
籠
　
渡
）

此
尾
　
治
和
　（
籠
　
渡
）

荒
木
　
義
和
　（
下
　
出
）

西
村
　
佳
雅
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
　
功
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
　
昭
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
修
一
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
成
昭
　（
下
　
出
）

横
山
　
隆
義
　（
下
　
出
）

横
井
　
隆
夫
　（
下
　
出
）

中
本
　
健
治
　（
東
中
江
）

中
元
　
　
毅
　（
東
中
江
）

宮
本
　
友
信
　（
東
中
江
）

宮
﨑
　
晴
夫
　（
東
中
江
）

石
丸
　
和
男
　（
高
草
嶺
）

水
上
　
義
保
　（
高
草
嶺
）

南
田
　
　
実
　（
高
草
嶺
）

藤
井
　
信
一
　（
高
草
嶺
）

北
村
　
幸
治
　（
夏
　
焼
）

谷
口
　
和
年
　（
入
　
谷
）

松
井
　
　
明
　（
入
　
谷
）

山
口
　
成
子
　（
入
　
谷
）

山
本
鐵
太
郎
　（
入
　
谷
）

裏
田
　
　
親
　（
寿
　
川
）

東
　
　
進
也
　（
寿
　
川
）

明
瀬
　
正
明
　（
大
崩
島
）

中
村
　
義
之
　（
大
崩
島
）

上
村
　
忠
司
　（
杉
　
尾
）

上
村
　
欽
也
　（
杉
　
尾
）

岡
部
　
孝
雄
　（
祖
　
山
）

蔵
　
　
健
三
　（
祖
　
山
）

山
下
　
修
治
　（
祖
　
山
）

和
田
　
義
久
　（
祖
　
山
）

表
　
　
ゆ
き
　（
小
来
栖
）

新
谷
　
大
昌
　（
小
来
栖
）

六
十
苅
誠
一
　（
小
来
栖
）

山
口
　
定
一
　（
小
来
栖
）

上
野
　
　
浩
　（
来
　
栖
）

上
野
　
敏
夫
　（
来
　
栖
）

北
原
　
俊
一
　（
来
　
栖
）

中
田
　
武
志
　（
来
　
栖
）

久
保
　
年
弘
　（
中
　
畑
）

高
江
　
宗
正
　（
中
　
畑
）

滝
谷
　
眞
輔
　（
中
　
畑
）

荒
井
　
　
聡
　（
見
　
座
）

中
島
　
行
昌
　（
見
　
座
）

前
本
　
誠
健
　（
見
　
座
）

前
﨑
　
真
也
　（
見
　
座
）

竹
森
　
高
司
　（
相
　
倉
）

中
谷
　
信
治
　（
相
　
倉
）

中
田
　
章
友
　（
相
　
倉
）

東
山
　
邦
博
　（
相
　
倉
）

南
口
　
博
志
　（
相
　
倉
）

山
崎
　
博
司
　（
相
　
倉
）

大
瀬
　
雅
和
　（
上
　
梨
）

高
桑
　
孝
則
　（
上
　
梨
）

沼
口
　
英
明
　（
上
　
梨
）

吉
田
　
晴
明
　（
上
　
梨
）

笹
部
　
正
盛
　（
田
　
向
）

高
桑
　
昭
寿
　（
田
　
向
）

田
島
　
信
彦
　（
田
　
向
）

堂
本
　
茂
雄
　（
田
　
向
）

堂
本
　
清
司
　（
田
　
向
）

上
平
選
挙
区
　
定
員
50
人

荒
井
　
祥
宏
　（
成
　
出
）

荒
井
　
克
敏
　（
　
楮
　
）

北
田
　
幹
雄
　（
　
楮
　
）

小
林
　
　
誠
　（
　
楮
　
）

森
井
　
裕
伸
　（
　
楮
　
）

森
井
　
　
稔
　（
　
楮
　
）

久
保
　
国
勝
　（
真
　
木
）

鉢
蝋
　
圭
伸
　（
東
赤
尾
）

中
島
　
修
一
　（
新
　
屋
）

野
宇
　
孝
一
　（
新
　
屋
）

羽
馬
　
松
男
　（
新
　
屋
）

平
瀬
　
大
然
　（
新
　
屋
）

山
口
　
健
一
　（
新
　
屋
）

中
谷
　
栄
伸
　（
田
　
下
）

荒
井
　
　
昇
　（
菅
　
沼
）

西
　
　
　
満
　（
菅
　
沼
）

山
﨑
　
　
宏
　（
小
　
瀬
）

小
千
田
健
一
　（
漆
　
谷
）

井
並
　
勝
範
　（
下
　
島
）

山
崎
　
　
博
　（
下
　
島
）

安
達
　
行
成
　（
西
赤
尾
）

大
道
　
喜
由
　（
西
赤
尾
）

清
水
　
　
宏
　（
西
赤
尾
）

千
重
　
治
夫
　（
西
赤
尾
）

藤
井
英
一
郎
　（
西
赤
尾
）

藤
井
　
正
行
　（
西
赤
尾
）

藤
井
　
　
優
　（
西
赤
尾
）

藤
井
　
良
成
　（
西
赤
尾
）

生
田
長
三
郎
　（
上
平
細
島
）

中
島
　
京
一
　（
上
平
細
島
）

真
草
嶺
信
義
　（
上
平
細
島
）

山
本
　
孝
志
　（
上
平
細
島
）

和
田
　
　
穣
　（
上
平
細
島
）

高
田
　
　
透
　（
小
　
原
）

竹
原
　
　
昇
　（
小
　
原
）

原
田
ゆ
か
り
　（
小
　
原
）

和
田
　
修
健
　（
小
　
原
）

荒
井
　
豊
治
　（
猪
　
谷
）

坂
本
　
宏
史
　（
猪
　
谷
）

宮
崎
　
茂
夫
　（
猪
　
谷
）

山
本
　
孝
盛
　（
猪
　
谷
）

山
本
　
良
一
　（
猪
　
谷
）

酒
井
　
浩
徳
　（
皆
　
葎
）

酒
井
　
好
英
　（
皆
　
葎
）

横
井
　
勇
昭
　（
皆
　
葎
）

高
桑
　
康
充
　（
皆
　
葎
）

河
端
　
和
治
　（
皆
　
葎
）

山
本
　
春
雄
　（
皆
　
葎
）

桜
井
　
康
裕
　（
皆
　
葎
）

山
崎
　
信
浩
　（
皆
　
葎
）

 

准
組
合
員
代
表

南
山
田
地
区
３
人

安
達
　
　
功
　（
野
　
田
）

石
村
　
幸
夫
　（
是
　
安
）

山
根
　
　
弘
　（
野
　
田
）

大
鋸
屋
地
区
１
人

永
井
　
　
宏
　（
泉
　
沢
）

北
野
地
区
２
人

朝
日
　
　
淳
　（
次
郎
丸
）

山
瀬
　
　
智
　（
北
　
野
）

蓑
谷
地
区
１
人

永
井
　
則
平
　（
蓑
　
谷
）

城
信
地
区
19
人

荒
木
　
　
貢
　（
城
　
端
）

奥
野
　
和
雄
　（
城
　
端
）

柏
原
　
　
脩
　（
城
　
端
）

田
村
　
悟
敏
　（
城
　
端
）

岸
　
　
　
修
　（
城
　
端
）

健
名
　
武
夫
　（
城
　
端
）

坂
井
　
　
隆
　（
城
　
端
）

坂
本
　
勝
次
　（
城
　
端
）

篠
原
　
憲
夫
　（
城
　
端
）

竹
部
　
幸
一
　（
城
　
端
）

棚
田
　
修
作
　（
城
　
端
）

冨
井
　
義
輝
　（
城
　
端
）

永
井
　
良
幸
　（
城
　
端
）

橋
本
　
粂
雄
　（
城
　
端
）

長
谷
川
一
司
　（
城
　
端
）

松
平
　
保
夫
　（
城
　
端
）

山
下
　
茂
樹
　（
城
　
端
）

山
下
　
寿
宏
　（
城
　
端
）

湯
浅
　
　
雅
　（
城
　
端
）

井
口
地
区
１
人

高
田
　
広
美
　（
宮
　
後
）

平
地
区
２
人

中
島
　
洋
三
　（
下
　
梨
）

大
瀬
　
國
隆
　（
上
　
梨
）

上
平
地
区
１
人

酒
井
　
省
吾
　（
皆
　
葎
）

（
順
不
同
）

62019年 3月号7 2019年 3月号



　
組
合
員
代
表

南
山
田
選
挙
区
定
員
107
人

石
村
　
一
夫
　（
信
　
末
）

石
村
　
悦
丈
　（
信
　
末
）

石
村
　
謙
一
　（
信
　
末
）

石
村
　
久
夫
　（
信
　
末
）

石
村
　
澄
夫
　（
信
　
末
）

石
川
　
悦
通
　（
信
　
末
）

池
田
　
修
一
　（
信
　
末
）

池
田
　
　
進
　（
信
　
末
）

中
家
　
春
夫
　（
信
　
末
）

西
川
　
　
勲
　（
信
　
末
）

西
川
　
　
博
　（
信
　
末
）

山
川
　
　
茂
　（
信
　
末
）

安
川
　
重
雄
　（
信
　
末
）

松
林
　
四
郎
　（
信
　
末
）

伊
東
　
輝
雄
　（
是
　
安
）

伊
東
　
幸
一
　（
是
　
安
）

喜
多
　
　
博
　（
是
　
安
）

竹
中
　
達
夫
　（
是
　
安
）

中
川
　
正
雄
　（
是
　
安
）

福
島
　
賢
修
　（
是
　
安
）

細
川
　
道
雄
　（
是
　
安
）

松
原
　
邦
男
　（
是
　
安
）

松
原
　
　
進
　（
是
　
安
）

安
村
　
良
成
　（
是
　
安
）

山
下
　
善
章
　（
是
　
安
）

山
下
　
豊
作
　（
是
　
安
）

山
下
　
嶔
一
　（
是
　
安
）

山
下
　
誠
信
　（
是
　
安
）

北
川
　
謙
治
　（
大
　
窪
）

久
保
　
尚
範
　（
大
　
窪
）

佐
々
木
盛
久
　（
大
　
窪
）

高
塚
　
　
満
　（
大
　
窪
）

西
村
　
　
博
　（
大
　
窪
）

林
　
　
重
秀
　（
大
　
窪
）

矢
倉
　
聖
司
　（
大
　
窪
）

川
口
　
　
勇
　（
細
　
木
）

新総代・准組合員代表者紹介新総代・准組合員代表者紹介

川
口
　
　
弘
　（
細
　
木
）

川
口
　
正
城
　（
細
　
木
）

細
川
　
　
哲
　（
細
　
木
）

鷲
尾
　
久
義
　（
細
　
木
）

鷲
尾
　
豊
治
　（
細
　
木
）

岩
田
　
　
正
　（
野
　
田
）

小
山
　
敏
春
　（
野
　
田
）

高
田
　
義
治
　（
野
　
田
）

高
田
　
哲
行
　（
野
　
田
）

中
川
　
　
進
　（
野
　
田
）

中
嶋
　
正
廣
　（
野
　
田
）

長
草
　
勝
治
　（
野
　
田
）

正
平
　
恵
治
　（
野
　
田
）

勇
崎
　
清
孝
　（
野
　
田
）

朝
日
　
秀
雄
　（
金
　
戸
）

石
橋
　
友
吉
　（
金
　
戸
）

江
　
　
　
実
　（
金
　
戸
）

品
川
　
義
孝
　（
金
　
戸
）

杉
本
　
　
清
　（
金
　
戸
）

品
川
　
利
得
　（
金
　
戸
）

竹
山
登
代
明
　（
金
　
戸
）

中
仙
道
俊
雄
　（
金
　
戸
）

畠
嶋
　
峰
雄
　（
金
　
戸
）

東
頭
　
久
義
　（
金
　
戸
）

盛
田
　
浩
一
　（
金
　
戸
）

盛
田
　
正
則
　（
金
　
戸
）

山
崎
　
三
郎
　（
金
　
戸
）

沢
　
　
賢
治
　（
国
　
広
）

広
田
　
芳
雄
　（
国
　
広
）

広
田
　
一
雄
　（
国
　
広
）

丸
山
　
秀
夫
　（
国
　
広
）

盛
田
　
敏
治
　（
国
　
広
）

石
橋
　
浩
明
　（
千
　
福
）

石
橋
　
裕
志
　（
千
　
福
）

側
原
　
一
雄
　（
千
　
福
）

中
島
　
友
次
　（
千
　
福
）

林
　
　
謙
一
　（
千
　
福
）

林
　
　
孝
志
　（
千
　
福
）

樋
口
　
澄
男
　（
千
　
福
）

樋
口
　
友
與
　（
千
　
福
）

深
田
　
　
聡
　（
千
　
福
）

山
畔
　
勝
博
　（
千
　
福
）

田
嶋
　
祐
治
　（
野
　
口
）

山
下
　
克
雄
　（
野
　
口
）

山
下
　
哲
夫
　（
野
　
口
）

山
下
　
忠
雄
　（
野
　
口
）

山
下
　
欽
次
　（
野
　
口
）

八
畑
　
修
平
　（
野
　
口
）

中
川
　
　
清
　（
示
　
野
）

宮
林
　
　
茂
　（
示
　
野
）

株
原
　
健
一
　（
塔
　
尾
）

篠
原
　
博
志
　（
塔
　
尾
）

水
本
　
孝
志
　（
塔
　
尾
）

水
本
　
和
夫
　（
塔
　
尾
）

水
本
　
喜
一
　（
塔
　
尾
）

大
浦
　
章
一
　（
上
　
原
）

長
井
　
立
男
　（
上
　
原
）

山
元
　
道
雄
　（
上
　
原
）

奥
村
　
広
司
　（
上
　
見
）

北
崎
　
芳
輝
　（
上
　
見
）

笹
田
　
一
元
　（
上
　
見
）

嶋
田
　
健
治
　（
上
　
見
）

高
崎
　
清
子
　（
上
　
見
）

高
嶋
　
正
男
　（
上
　
見
）

餅
田
　
正
孝
　（
上
　
見
）

境
　
　
富
広
　（
立
野
原
東
）

惣
部
　
　
彰
　（
立
野
原
東
）

高
田
　
正
治
　（
立
野
原
東
）

氷
見
不
二
雄
　（
立
野
原
東
）

青
能
　
　
剛
　（
立
野
原
東
）

中
田
　
雅
敏
　（
立
野
原
東
）

大
鋸
屋
選
挙
区
定
員
68
人

岩
貝
　
　
實
　（
瀬
　
戸
）

谷
口
　
孝
吉
　（
瀬
　
戸
）

北
川
　
　
勝
　（
盛
　
新
）

北
本
　
君
枝
　（
盛
　
新
）

北
本
　
　
淳
　（
盛
　
新
）

山
本
　
幸
夫
　（
盛
　
新
）

米
川
　
　
直
　（
盛
　
新
）

中
窪
　
弥
則
　（
中
　
尾
）

中
窪
　
信
治
　（
中
　
尾
）

中
勝
　
英
美
　（
中
　
尾
）

岩
貝
　
孝
一
　（
大
谷
島
）

高
桑
　
文
夫
　（
大
谷
島
）

市
川
　
幸
治
　（
大
鋸
屋
）

石
山
　
伸
二
　（
大
鋸
屋
）

北
川
　
秀
夫
　（
大
鋸
屋
）

五
東
　
　
裕
　（
大
鋸
屋
）

西
村
　
　
隆
　（
大
鋸
屋
）

橋
場
　
清
治
　（
大
鋸
屋
）

藤
井
　
右
門
　（
大
鋸
屋
）

前
田
　
久
夫
　（
大
鋸
屋
）

松
川
　
均
　
　（
大
鋸
屋
）

松
本
　
文
一
　（
大
鋸
屋
）

松
本
　
正
敏
　（
大
鋸
屋
）

山
口
　
光
春
　（
大
鋸
屋
）

山
口
　
幸
一
　（
大
鋸
屋
）

山
田
　
一
昭
　（
大
鋸
屋
）

内
山
　
俊
昭
　（
打
　
尾
）

内
山
　
　
栄
　（
打
　
尾
）

坂
田
　
浩
二
　（
打
　
尾
）

谷
口
　
昭
子
　（
打
　
尾
）

松
本
　
義
孝
　（
打
　
尾
）

横
山
　
義
明
　（
打
　
尾
）

横
山
　
弘
明
　（
打
　
尾
）

杉
村
　
　
稔
　（
泉
　
沢
）

竹
下
　
信
秋
　（
泉
　
沢
）

竹
下
　
眞
一
　（
泉
　
沢
）

中
谷
　
喜
敬
　（
泉
　
沢
）

西
村
　
治
　
　（
泉
　
沢
）

山
下
　
良
一
　（
泉
　
沢
）

山
本
　
正
昭
　（
泉
　
沢
）

若
林
　
孝
志
　（
泉
　
沢
）

石
村
　
宗
明
　（
林
　
道
）

川
西
　
　
武
　（
林
　
道
）

小
谷
川
善
也
　（
林
　
道
）

澤
田
　
善
市
　（
林
　
道
）

島
田
　
健
市
　（
林
　
道
）

谷
口
　
正
裕
　（
林
　
道
）

谷
口
　
倫
一
　（
林
　
道
）

谷
口
　
外
信
　（
林
　
道
）

中
道
　
道
夫
　（
林
　
道
）

中
道
　
秀
男
　（
林
　
道
）

林
　
　
勝
雄
　（
林
　
道
）

山
本
　
博
之
　（
林
　
道
）

川
嶋
　
一
好
　（
理
　
休
）

江
田
　
　
清
　（
理
　
休
）

神
川
　
弘
幸
　（
理
　
休
）

川
嶋
　
俊
明
　（
理
　
休
）

加
藤
　
博
文
　（
理
　
休
）

谷
村
由
紀
夫
　（
理
　
休
）

飛
口
　
秀
徳
　（
理
　
休
）

中
嶋
　
昭
洋
　（
理
　
休
）

開
　
　
正
雄
　（
理
　
休
）

前
田
弥
寿
夫
　（
理
　
休
）

南
　
　
靖
男
　（
理
　
休
）

湯
浅
　
健
一
　（
理
　
休
）

川
端
　
安
夫
　（
城
　
端
）

中
谷
　
正
一
　（
城
　
端
）

山
本
　
定
信
　（
城
　
端
）

北 

野 

選
挙
区
　
定
員
54
人

上
田
　
恵
一
　（
北
　
野
）

上
田
　
正
雄
　（
北
　
野
）

堀
川
　
　
理
　（
北
　
野
）

南
部
太
美
雄
　（
北
　
野
）

細
川
左
八
郎
　（
北
　
野
）

堀
川
　
弘
明
　（
北
　
野
）

竹
内
喜
代
志
　（
北
　
野
）

西
川
　
清
澄
　（
北
　
野
）

北
川
　
利
明
　（
北
　
野
）

向
田
　
清
作
　（
北
　
野
）

荒
木
　
　
彰
　（
北
　
野
）

沖
田
　
澄
夫
　（
北
　
野
）

坂
田
　
邦
明
　（
北
　
野
）

上
田
　
信
明
　（
北
　
野
）

高
長
　
英
夫
　（
北
　
野
）

沖
田
　
治
義
　（
北
　
野
）

俵
　
　
博
之
　（
北
　
野
）

沖
田
　
光
弘
　（
北
　
野
）

竹
沢
　
康
弘
　（
北
　
野
）

中
西
　
秀
治
　（
北
　
野
）

勇
﨑
　
雅
文
　（
北
　
野
）

岩
井
　
浩
一
　（
長
楽
寺
）

喜
多
砂
代
子
　（
長
楽
寺
）

経
田
　
武
志
　（
長
楽
寺
）

経
田
雄
一
郎
　（
長
楽
寺
）

辻
脇
　
一
道
　（
長
楽
寺
）

辻
脇
　
　
晋
　（
長
楽
寺
）

中
田
　
政
典
　（
長
楽
寺
）

中
路
　
宗
司
　（
長
楽
寺
）

西
田
　
弥
夫
　（
長
楽
寺
）

野
村
　
　
昇
　（
長
楽
寺
）

長
谷
川
孝
志
　（
長
楽
寺
）

桜
井
　
一
之
　（
長
楽
寺
）

櫻
井
香
代
江
　（
長
楽
寺
）

片
山
　
勝
広
　（
次
郎
丸
）

片
山
　
裕
一
　（
次
郎
丸
）

片
山
　
芳
徳
　（
次
郎
丸
）

健
名
　
史
朗
　（
次
郎
丸
）

松
井
　
　
茂
　（
次
郎
丸
）

山
下
　
一
夫
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
正
志
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
　
淳
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
謙
一
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
久
男
　（
次
郎
丸
）

和
田
　
美
治
　（
次
郎
丸
）

荒
木
　
秋
雄
　（
吉
　
松
）

荒
木
　
勝
夫
　（
吉
　
松
）

伊
藤
　
　
満
　（
吉
　
松
）

伊
藤
　
慶
治
　（
吉
　
松
）

伊
藤
　
正
広
　（
吉
　
松
）

内
田
　
明
夫
　（
吉
　
松
）

小
川
孝
太
郎
　（
吉
　
松
）

川
崎
　
和
夫
　（
吉
　
松
）

長
尾
　
武
志
　（
吉
　
松
）

蓑 

谷 

選
挙
区
　
定
員
61
人

田
原
　
浩
光
　（
蓑
　
谷
）

永
井
　
雪
枝
　（
蓑
　
谷
）

長
尾
　
益
勇
　（
蓑
　
谷
）

田
原
　
政
信
　（
蓑
　
谷
）

廣
島
喜
代
志
　（
蓑
　
谷
）

杉
本
　
　
茂
　（
蓑
　
谷
）

鶴
見
　
康
祐
　（
蓑
　
谷
）

中
嶋
　
一
夫
　（
蓑
　
谷
）

佐
々
木
晃
次
　（
蓑
　
谷
）

徳
田
　
清
信
　（
蓑
　
谷
）

梅
原
　
証
真
　（
蓑
　
谷
）

税
光
　
信
作
　（
蓑
　
谷
）

平
田
　
忠
詞
　（
蓑
　
谷
）

俵
　
　
秋
雄
　（
蓑
　
谷
）

馬
瀬
　
清
治
　（
蓑
　
谷
）

俵
　
　
重
博
　（
蓑
　
谷
）

近
川
　
久
雄
　（
蓑
　
谷
）

中
屋
　
清
志
　（
蓑
　
谷
）

近
川
　
良
男
　（
蓑
　
谷
）

近
川
　
幸
政
　（
蓑
　
谷
）

長
尾
　
直
次
　（
蓑
　
谷
）

長
尾
　
　
優
　（
蓑
　
谷
）

池
川
　
禎
子
　（
蓑
　
谷
）

今
井
　
一
滋
　（
蓑
　
谷
）

水
口
　
俊
弘
　（
蓑
　
谷
）

永
井
　
友
一
　（
蓑
　
谷
）

広
田
　
文
義
　（
蓑
　
谷
）

山
田
健
四
郎
　（
蓑
　
谷
）

池
田
　
修
一
　（
蓑
　
谷
）

池
田
　
　
聡
　（
蓑
　
谷
）

野
田
　
勝
彦
　（
細
　
野
）

高
沢
　
友
吉
　（
細
　
野
）

大
田
　
賢
一
　（
細
　
野
）

下
川
　
　
博
　（
細
　
野
）

平
岡
　
裕
志
　（
細
　
野
）

嶋
田
　
　
敦
　（
細
　
野
）

山
田
　
孝
司
　（
細
　
野
）

岡
崎
　
早
苗
　（
細
　
野
）

中
嶋
喜
代
志
　（
細
　
野
）

宮
本
　
昭
浩
　（
細
　
野
）

藤
沢
　
正
樹
　（
細
　
野
）

松
崎
　
　
実
　（
細
　
野
）

山
道
　
弥
生
　（
細
　
野
）

前
田
　
康
久
　（
西
　
明
）

山
本
　
邦
博
　（
西
　
明
）

根
井
　
仁
一
　（
西
　
明
）

松
嶋
　
弘
子
　（
西
　
明
）

伊
川
　
泰
治
　（
西
　
明
）

稲
塚
　
嘉
輝
　（
西
　
明
）

堀
田
　
　
毅
　（
西
　
明
）

傍
田
　
良
明
　（
西
　
明
）

中
島
　
邦
夫
　（
西
　
明
）

宮
川
　
弘
幸
　（
西
　
明
）

八
谷
　
重
吉
　（
西
　
明
）

前
田
　
達
夫
　（
西
　
明
）

柳
丸
　
武
義
　（
西
　
明
）

谷
田
　
弘
志
　（
東
西
原
）

谷
野
　
秀
雪
　（
東
西
原
）

藤
田
　
武
浩
　（
東
西
原
）

藤
澤
　
　
将
　（
東
西
原
）

山
田
　
憲
次
　（
東
西
原
）

城
信
選
挙
区
定
員
10
人

石
本
　
義
明
　（
城
　
端
）

置
田
今
朝
男
　（
城
　
端
）

上
牧
　
清
文
　（
城
　
端
）

竹
中
　
正
治
　（
城
　
端
）

中
川
　
和
幸
　（
城
　
端
）

中
嶋
　
　
聡
　（
城
　
端
）

中
村
　
征
夫
　（
城
　
端
）

古
軸
　
修
一
　（
城
　
端
）

山
下
　
光
久
　（
城
　
端
）

若
林
　
嘉
隆
　（
城
　
端
）

井
口
選
挙
区
　
定
員
65
人

小
林
　
忠
文
　（
井
　
口
）

小
林
加
津
實
　（
井
　
口
）

小
林
　
秀
昭
　（
井
　
口
）

小
林
　
文
雄
　（
井
　
口
）

高
田
　
篤
志
　（
井
　
口
）

高
田
　
正
俊
　（
井
　
口
）

中
川
　
　
正
　（
井
　
口
）

荒
木
　
信
人
　（
上
広
安
）

藤
田
　
幸
蔵
　（
上
広
安
）

吉
田
　
治
夫
　（
上
広
安
）

木
下
　
春
一
　（
宮
　
後
）

吉
岡
　
直
廣
　（
宮
　
後
）

山
下
　
祐
行
　（
宮
　
後
）

吉
田
　
　
修
　（
宮
　
後
）

吉
田
　
豊
五
　（
宮
　
後
）

吉
田
　
茂
仁
　（
宮
　
後
）

今
井
　
　
渉
　（
池
　
尻
）

今
井
　
正
浩
　（
池
　
尻
）

今
井
　
鉄
也
　（
池
　
尻
）

今
井
登
喜
雄
　（
池
　
尻
）

今
井
　
　
智
　（
池
　
尻
）

池
田
　
淑
則
　（
池
　
尻
）

池
田
　
　
清
　（
池
　
尻
）

馬
場
　
正
幸
　（
池
　
尻
）

窪
田
　
俊
夫
　（
池
　
尻
）

三
田
　
　
泉
　（
池
　
尻
）

池
田
　
隆
司
　（
久
　
保
）

井
口
　
清
文
　（
久
　
保
）

林
川
　
昭
三
　（
久
　
保
）

武
部
　
　
巧
　（
久
　
保
）

高
﨑
　
　
悟
　（
久
　
保
）

塚
﨑
　
　
貢
　（
久
　
保
）

北
村
　
修
一
　（
池
　
田
）

杉
野
　
久
志
　（
池
　
田
）

中
嶋
　
伸
夫
　（
池
　
田
）

中
井
　
一
紀
　（
池
　
田
）

藤
田
　
　
繁
　（
池
　
田
）

吉
田
　
琢
治
　（
池
　
田
）

金
道
　
良
博
　（
蛇
　
喰
）

北
澤
　
一
夫
　（
蛇
　
喰
）

中
川
恵
理
子
　（
蛇
　
喰
）

藤
信
　
幸
夫
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
　
修
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
久
一
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
匡
澄
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
則
雄
　（
蛇
　
喰
）

林
　
　
清
次
　（
蛇
　
喰
）

平
松
　
郁
文
　（
蛇
　
喰
）

平
田
　
豊
克
　（
蛇
　
喰
）

吉
村
　
久
昭
　（
蛇
　
喰
）

吉
田
　
　
勉
　（
蛇
　
喰
）

吉
田
　
順
志
　（
蛇
　
喰
）

北
島
　
　
暁
　（
川
上
中
）

清
水
　
篤
志
　（
川
上
中
）

高
野
　
栄
三
　（
川
上
中
）

田
島
　
敏
夫
　（
川
上
中
）

長
田
　
法
和
　（
川
上
中
）

中
井
　
　
貢
　（
川
上
中
）

中
嶋
　
誠
治
　（
川
上
中
）

永
多
　
峯
治
　（
川
上
中
）

西
野
　
賢
澄
　（
川
上
中
）

前
川
　
　
隆
　（
川
上
中
）

前
川
　
　
茂
　（
川
上
中
）

山
田
　
敏
明
　（
川
上
中
）

岡
田
　
昭
夫
　（
大
　
野
）

平
選
挙
区
　
定
員
85
人

池
田
　
　
實
　（
下
　
梨
）

九
里
　
保
二
　（
下
　
梨
）

近
藤
　
隆
志
　（
下
　
梨
）

坂
本
喜
代
子
　（
下
　
梨
）

高
田
　
生
一
　（
下
　
梨
）

高
田
富
良
夫
　（
下
　
梨
）

高
桒
　
武
彦
　（
下
　
梨
）

辻
　
　
四
郎
　（
下
　
梨
）

辻
　
　
寿
一
　（
下
　
梨
）

辻
　
清
市
郎
　（
下
　
梨
）

水
上
　
清
正
　（
下
　
梨
）

村
上
　
嘉
範
　（
下
　
梨
）

池
田
　
政
彦
　（
大
　
島
）

池
田
外
三
夫
　（
大
　
島
）

丘
村
　
哲
夫
　（
大
　
島
）

澤
田
　
清
司
　（
大
　
島
）

島
辺
　
辰
次
　（
大
　
島
）

野
原
　
武
次
　（
大
　
島
）

藤
田
外
与
次
　（
大
　
島
）

山
崎
　
富
治
　（
大
　
島
）

赤
石
　
昭
夫
　（
籠
　
渡
）

上
原
　
史
朗
　（
籠
　
渡
）

表
　
　
久
義
　（
籠
　
渡
）

此
尾
　
治
和
　（
籠
　
渡
）

荒
木
　
義
和
　（
下
　
出
）

西
村
　
佳
雅
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
　
功
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
　
昭
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
修
一
　（
下
　
出
）

鉢
呂
　
成
昭
　（
下
　
出
）

横
山
　
隆
義
　（
下
　
出
）

横
井
　
隆
夫
　（
下
　
出
）

中
本
　
健
治
　（
東
中
江
）

中
元
　
　
毅
　（
東
中
江
）

宮
本
　
友
信
　（
東
中
江
）

宮
﨑
　
晴
夫
　（
東
中
江
）

石
丸
　
和
男
　（
高
草
嶺
）

水
上
　
義
保
　（
高
草
嶺
）

南
田
　
　
実
　（
高
草
嶺
）

藤
井
　
信
一
　（
高
草
嶺
）

北
村
　
幸
治
　（
夏
　
焼
）

谷
口
　
和
年
　（
入
　
谷
）

松
井
　
　
明
　（
入
　
谷
）

山
口
　
成
子
　（
入
　
谷
）

山
本
鐵
太
郎
　（
入
　
谷
）

裏
田
　
　
親
　（
寿
　
川
）

東
　
　
進
也
　（
寿
　
川
）

明
瀬
　
正
明
　（
大
崩
島
）

中
村
　
義
之
　（
大
崩
島
）

上
村
　
忠
司
　（
杉
　
尾
）

上
村
　
欽
也
　（
杉
　
尾
）

岡
部
　
孝
雄
　（
祖
　
山
）

蔵
　
　
健
三
　（
祖
　
山
）

山
下
　
修
治
　（
祖
　
山
）

和
田
　
義
久
　（
祖
　
山
）

表
　
　
ゆ
き
　（
小
来
栖
）

新
谷
　
大
昌
　（
小
来
栖
）

六
十
苅
誠
一
　（
小
来
栖
）

山
口
　
定
一
　（
小
来
栖
）

上
野
　
　
浩
　（
来
　
栖
）

上
野
　
敏
夫
　（
来
　
栖
）

北
原
　
俊
一
　（
来
　
栖
）

中
田
　
武
志
　（
来
　
栖
）

久
保
　
年
弘
　（
中
　
畑
）

高
江
　
宗
正
　（
中
　
畑
）

滝
谷
　
眞
輔
　（
中
　
畑
）

荒
井
　
　
聡
　（
見
　
座
）

中
島
　
行
昌
　（
見
　
座
）

前
本
　
誠
健
　（
見
　
座
）

前
﨑
　
真
也
　（
見
　
座
）

竹
森
　
高
司
　（
相
　
倉
）

中
谷
　
信
治
　（
相
　
倉
）

中
田
　
章
友
　（
相
　
倉
）

東
山
　
邦
博
　（
相
　
倉
）

南
口
　
博
志
　（
相
　
倉
）

山
崎
　
博
司
　（
相
　
倉
）

大
瀬
　
雅
和
　（
上
　
梨
）

高
桑
　
孝
則
　（
上
　
梨
）

沼
口
　
英
明
　（
上
　
梨
）

吉
田
　
晴
明
　（
上
　
梨
）

笹
部
　
正
盛
　（
田
　
向
）

高
桑
　
昭
寿
　（
田
　
向
）

田
島
　
信
彦
　（
田
　
向
）

堂
本
　
茂
雄
　（
田
　
向
）

堂
本
　
清
司
　（
田
　
向
）

上
平
選
挙
区
　
定
員
50
人

荒
井
　
祥
宏
　（
成
　
出
）

荒
井
　
克
敏
　（
　
楮
　
）

北
田
　
幹
雄
　（
　
楮
　
）

小
林
　
　
誠
　（
　
楮
　
）

森
井
　
裕
伸
　（
　
楮
　
）

森
井
　
　
稔
　（
　
楮
　
）

久
保
　
国
勝
　（
真
　
木
）

鉢
蝋
　
圭
伸
　（
東
赤
尾
）

中
島
　
修
一
　（
新
　
屋
）

野
宇
　
孝
一
　（
新
　
屋
）

羽
馬
　
松
男
　（
新
　
屋
）

平
瀬
　
大
然
　（
新
　
屋
）

山
口
　
健
一
　（
新
　
屋
）

中
谷
　
栄
伸
　（
田
　
下
）

荒
井
　
　
昇
　（
菅
　
沼
）

西
　
　
　
満
　（
菅
　
沼
）

山
﨑
　
　
宏
　（
小
　
瀬
）

小
千
田
健
一
　（
漆
　
谷
）

井
並
　
勝
範
　（
下
　
島
）

山
崎
　
　
博
　（
下
　
島
）

安
達
　
行
成
　（
西
赤
尾
）

大
道
　
喜
由
　（
西
赤
尾
）

清
水
　
　
宏
　（
西
赤
尾
）

千
重
　
治
夫
　（
西
赤
尾
）

藤
井
英
一
郎
　（
西
赤
尾
）

藤
井
　
正
行
　（
西
赤
尾
）

藤
井
　
　
優
　（
西
赤
尾
）

藤
井
　
良
成
　（
西
赤
尾
）

生
田
長
三
郎
　（
上
平
細
島
）

中
島
　
京
一
　（
上
平
細
島
）

真
草
嶺
信
義
　（
上
平
細
島
）

山
本
　
孝
志
　（
上
平
細
島
）

和
田
　
　
穣
　（
上
平
細
島
）

高
田
　
　
透
　（
小
　
原
）

竹
原
　
　
昇
　（
小
　
原
）

原
田
ゆ
か
り
　（
小
　
原
）

和
田
　
修
健
　（
小
　
原
）

荒
井
　
豊
治
　（
猪
　
谷
）

坂
本
　
宏
史
　（
猪
　
谷
）

宮
崎
　
茂
夫
　（
猪
　
谷
）

山
本
　
孝
盛
　（
猪
　
谷
）

山
本
　
良
一
　（
猪
　
谷
）

酒
井
　
浩
徳
　（
皆
　
葎
）

酒
井
　
好
英
　（
皆
　
葎
）

横
井
　
勇
昭
　（
皆
　
葎
）

高
桑
　
康
充
　（
皆
　
葎
）

河
端
　
和
治
　（
皆
　
葎
）

山
本
　
春
雄
　（
皆
　
葎
）

桜
井
　
康
裕
　（
皆
　
葎
）

山
崎
　
信
浩
　（
皆
　
葎
）

 

准
組
合
員
代
表

南
山
田
地
区
３
人

安
達
　
　
功
　（
野
　
田
）

石
村
　
幸
夫
　（
是
　
安
）

山
根
　
　
弘
　（
野
　
田
）

大
鋸
屋
地
区
１
人

永
井
　
　
宏
　（
泉
　
沢
）

北
野
地
区
２
人

朝
日
　
　
淳
　（
次
郎
丸
）

山
瀬
　
　
智
　（
北
　
野
）

蓑
谷
地
区
１
人

永
井
　
則
平
　（
蓑
　
谷
）

城
信
地
区
19
人

荒
木
　
　
貢
　（
城
　
端
）

奥
野
　
和
雄
　（
城
　
端
）

柏
原
　
　
脩
　（
城
　
端
）

田
村
　
悟
敏
　（
城
　
端
）

岸
　
　
　
修
　（
城
　
端
）

健
名
　
武
夫
　（
城
　
端
）

坂
井
　
　
隆
　（
城
　
端
）

坂
本
　
勝
次
　（
城
　
端
）

篠
原
　
憲
夫
　（
城
　
端
）

竹
部
　
幸
一
　（
城
　
端
）

棚
田
　
修
作
　（
城
　
端
）

冨
井
　
義
輝
　（
城
　
端
）

永
井
　
良
幸
　（
城
　
端
）

橋
本
　
粂
雄
　（
城
　
端
）

長
谷
川
一
司
　（
城
　
端
）

松
平
　
保
夫
　（
城
　
端
）

山
下
　
茂
樹
　（
城
　
端
）

山
下
　
寿
宏
　（
城
　
端
）

湯
浅
　
　
雅
　（
城
　
端
）

井
口
地
区
１
人

高
田
　
広
美
　（
宮
　
後
）

平
地
区
２
人

中
島
　
洋
三
　（
下
　
梨
）

大
瀬
　
國
隆
　（
上
　
梨
）

上
平
地
区
１
人

酒
井
　
省
吾
　（
皆
　
葎
）

（
順
不
同
）
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NEWS NEWS

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
特
産
振
興
課
は
2
月
9
日
、
城
端
・

蓑
谷
地
区
の
「
愛
菜
ふ
れ
あ
い
館
」
で
な
ん
と
産
の

大
豆「
エ
ン
レ
イ
」と
、な
ん
と
産
の
米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

か
ら
作
っ
た
米
麹
を
使
っ
て
安
全
安
心
な
味
噌
を
手

作
り
で
き
る「
田
舎
の
味
噌
づ
く
り
体
験
」を
開
催
し
、

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
の
味
加
工
組
合
の
方
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
蒸
し
あ
が
っ
た
大
豆
に
米
麹
と

塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
専
用
の
ミ
キ
サ
ー
で
す
り
つ
ぶ

し
て
い
ま
し
た
。
作
っ
た
味
噌
は
各
自
持
ち
帰
り
、

冷
暗
所
に
保
管
し
、
約
半
年
後
ま
で
発
酵
さ
せ
ま
す
。

　
品
質
の
良
い
な
ん
と
産
の
大
豆
と
米
麹
で
作
る
味

噌
の
風
味
が
格
別
だ
と
常
連
が
多
く
、
毎
回
人
気
の

体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
の
味
噌
作
り
体
験

▲田植機の整備のポイントを聞く参加者

「
富
富
富
」栽
培
説
明
会

「
富
富
富
」ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

　
　
　
　
　
　さ
ら
に
高
め
る

農
業
部
門

元
気
と
や
ま
農
林
水
産
奨
励
賞
受
賞

大
切
な
農
業
機
械
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に

な
ん
と
産
の
大
豆
で

　
　味
豊
か
な
味
噌
作
り
体
験

　
2
月
14
・
19
・
21
日
、Ｊ
Ａ
な
ん
と
農
機
セ
ン
タ
ー

で
農
業
機
械
の
整
備
研
修
会
を
開
催
し
、
営
農
組
合

の
代
表
者
な
ど
40
人
が
、
農
業
機
械
の
整
備
時
に
知
っ

て
い
る
と
役
立
つ
コ
ツ
や
安
全
な
取
扱
い
の
方
法
な

ど
を
Ｊ
Ａ
な
ん
と
の
職
員
や
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
農
業
機
械
は
近
年
、多
機
能
・
大
型
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
高
価
な
農
業
機
械
を
長
く
大
切
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
農
作
業
が
始
ま
る
前
の
こ
の
時
期

に
毎
年
行
わ
れ
、
今
回
で
6
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
春
か
ら
始
ま
る
農
作
業
に
早
速
役
立

て
よ
う
と
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

農
業
機
械
整
備
研
修
会

▲元気に花生産に取り組む石村修子さん

　
2
月
7

日
、
南
砺
農

業
会
館
で

「
富
富
富
」

の
栽
培
説
明

会
を
開
催

し
、
6
人
が

参
加
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
、

栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
改
訂

さ
れ
、「
全
量

一
発
基
肥
」

が
県
下
全
域

使
用
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
な
ん

と
で
は
、「
富
富
富
」
の
品
質
向
上
と
均
質
化
に
よ
り
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
た
め
、
収
穫
後
は
カ
ン
ト
リ
ー

で
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
、
生
産
者
ら
は
、
品
質
の
良

い
「
富
富
富
」
の
生
産
に
向
け
て
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵

守
す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

▲大豆と米麹を混ぜ合わせる

　
2
月
15
日
、
富
山
県
庁
で
富
山
県
農
業
振
興
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、「
環
境
に
や
さ
し
い
部
門
」
で
「
農

事
組
合
法
人
り
ん
ど
う
営
農
組
合
」
が
受
賞
し
、
石

井
隆
一
知
事
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
日
頃
か
ら
農
業
技
術
の
研
鑽
に
努
め
、

農
産
物
の
品
質
や
単
収
の
向
上
、
低
コ
ス
ト
化
等
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
優
れ
た

成
果
を
あ
げ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
同
営
農
組
合
は
、
堆
肥
散
布
や
減
農
薬
に
よ
る
環

境
保
全
型
農
業
の
実
践
や
周
辺
地
域
へ
の
影
響
力
が

評
価
さ
れ
、
受
賞
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
い
部
門

▲蓑谷地区の蓑谷中山間地委員会の
代表　近川良男さん

▲農事組合法人りんどう営農組合
石村宗明組合長

富
山
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
優
良
表
彰

富
山
県
農
業
振
興
賞
受
賞

　
1
月
24
日
、
富
山
県
農
協
会
館
で
平
成
30
年
度
富

山
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
優
良
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
良
食

味
部
門
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
で
南
砺
市
蓑
谷
地
区
が
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
富
山
米
の
生
産
に
創
意
工
夫
し
指
導

力
を
発
揮
し
て
成
果
を
挙
げ
た
地
域
を
賞
し
、
富
山

米
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
向
け
た
意
識
や
技
術
の
一
層

の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
蓑
谷
地
区
は
米
の
食
味
評
価
が
高
い
こ
と
、
地
域

循
環
型
農
業
に
よ
る
土
づ
く
り
や
、
農
作
業
の
技
術

習
得
の
場
と
し
て
農
業
塾
を
開
催
し
、
品
質
の
良
い

米
生
産
を
通
じ
た
集
落
の
存
続
に
向
け
後
継
者
育
成

に
努
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

南
砺
市
蓑
谷
地
区

　
2
月
15
日
、
石
井
隆
一
知
事
は
富
山
県
庁
で
、
模
範

と
な
る
農
林
水
産
業
経
営
活
動
を
行
う
若
き
担
い
手
経

営
者
と
し
て
、
石
村
修
子
さ
ん
に
「
元
気
と
や
ま
農
林

水
産
奨
励
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　
石
村
さ
ん
は
、
鉢
花
の
生
産
に
加
え
鉢
花
装
飾
な
ど

新
た
な
販
路
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
や
、
寄
せ
植
え
教

室
や
高
等
学
校
の
非
常
勤
の
講
師
と
し
て
栽
培
管
理
技

術
を
普
及
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
市
や
県
の
委
員
を

努
め
る
な
ど
若
手
女
性
農
業
者
の
代
表
的
な
立
場
で
活

躍
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 ▲活発な意見や質問がされました
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NEWS NEWS

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
特
産
振
興
課
は
2
月
9
日
、
城
端
・

蓑
谷
地
区
の
「
愛
菜
ふ
れ
あ
い
館
」
で
な
ん
と
産
の

大
豆「
エ
ン
レ
イ
」と
、な
ん
と
産
の
米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

か
ら
作
っ
た
米
麹
を
使
っ
て
安
全
安
心
な
味
噌
を
手

作
り
で
き
る「
田
舎
の
味
噌
づ
く
り
体
験
」を
開
催
し
、

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
の
味
加
工
組
合
の
方
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
蒸
し
あ
が
っ
た
大
豆
に
米
麹
と

塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
専
用
の
ミ
キ
サ
ー
で
す
り
つ
ぶ

し
て
い
ま
し
た
。
作
っ
た
味
噌
は
各
自
持
ち
帰
り
、

冷
暗
所
に
保
管
し
、
約
半
年
後
ま
で
発
酵
さ
せ
ま
す
。

　
品
質
の
良
い
な
ん
と
産
の
大
豆
と
米
麹
で
作
る
味

噌
の
風
味
が
格
別
だ
と
常
連
が
多
く
、
毎
回
人
気
の

体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
の
味
噌
作
り
体
験

▲田植機の整備のポイントを聞く参加者

「
富
富
富
」栽
培
説
明
会

「
富
富
富
」ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

　
　
　
　
　
　さ
ら
に
高
め
る

農
業
部
門

元
気
と
や
ま
農
林
水
産
奨
励
賞
受
賞

大
切
な
農
業
機
械
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に

な
ん
と
産
の
大
豆
で

　
　味
豊
か
な
味
噌
作
り
体
験
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Ａ
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械
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催
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械
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Ｊ
Ａ
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カ
ー
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技
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者
か
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説
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受
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し
た
。
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ま
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。
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修
会
は
、
高
価
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農
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機
械
を
長
く
大
切
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
農
作
業
が
始
ま
る
前
の
こ
の
時
期

に
毎
年
行
わ
れ
、
今
回
で
6
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
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は
、
春
か
ら
始
ま
る
農
作
業
に
早
速
役
立

て
よ
う
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熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

農
業
機
械
整
備
研
修
会

▲元気に花生産に取り組む石村修子さん

　
2
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日
、
南
砺
農

業
会
館
で

「
富
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催
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。

　
今
年
は
、

栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
改
訂

さ
れ
、「
全
量

一
発
基
肥
」

が
県
下
全
域

使
用
可
能
と

な
り
ま
す
。
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よ
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収
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富
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向
け
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栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
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こ
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合
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ま
し
た
。

▲大豆と米麹を混ぜ合わせる
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。
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収
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。
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い
手
経

営
者
と
し
て
、
石
村
修
子
さ
ん
に
「
元
気
と
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を
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。
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に
加
え
鉢
花
装
飾
な
ど
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を
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開
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こ
と
や
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植
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や
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を
普
及
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こ
と
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、
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おむすび教室おむすび教室おむすび教室おむすび教室
　
1
月
18
日
、
こ
だ
わ
り
の
お
む
す
び
の
お
店
「
ヨ
ッ

テ
カ
ー
レ
城
端
」
か
ら
早
川
氏
、
大
江
氏
の
2
人
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
プ
ロ
に
学
ぶ
! !
お
む
す
び
教
室
」▲完成したおむすびを手にみんなで記念写真

▲どっちが「富富富」？

▲握らずやさしく結ぶのがポイント

▲地元産コシヒカリを使いました

　大
き
な
病
院
に
お
い
て
、
お
腹
の
外

科
（
消
化
器
外
科
）
で
は
、
担
当
す
る

臓
器
や
疾
患
を
細
分
化
す
る
こ
と
で
、

よ
り
高
度
で
専
門
的
な
治
療
が
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
厚
生
連
で
も
上
部
消

化
管
（
胃
や
食
道
）、
下
部
消
化
管

（
大
腸
や
肛
門
）、肝
胆
膵
（
肝
臓
・

胆
道
・
膵
臓
・
脾
臓
）
の
3
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
診
療
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　全
国
的
に
手
術
件
数
が
増
加
し
て
い

る
腹
腔
鏡
手
術
は
、
お
腹
に
数
ミ
リ
か

ら
数
セ
ン
チ
の
小
さ
な
孔
を
数
か
所
あ

け
て
、
高
精
細
な
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
と
精

緻
な
手
術
用
器
具
を
挿
入
し
て
行
う
手

術
で
す
。
深
部
の
臓
器
に
カ
メ
ラ
で
近

接
す
る
こ
と
で
、
お
腹
の
壁
の
破
壊
や

周
辺
臓
器
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
で

き
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

く
、
術
後
の
回
復
も
早
い
こ
と
が
実
感

で
き
ま
す
。
肝
胆
膵
外
科
が
扱
う
臓
器

は
、
特
に
体
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置

す
る
た
め
、
開
腹
手
術
で
は
病
巣
に
到

達
す
る
た
め
の
大
き
な
皮
膚
切
開
を
要

し
ま
す
。
そ
の
た
め
肝
胆
膵
領
域
に
お

い
て
も
腹
腔
鏡
手
術
の
治
療
効
果
は
絶

大
で
あ
り
、
そ
の
適
応
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
罹
患
数
が
多
い
胆
の
う

結
石
で
は
治
療
の
第
一
選
択
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
従
来
は
手
術
が
難
し
く
開

腹
手
術
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
急
性

胆
嚢
炎
（
細
菌
感
染
を
お
こ
し
て
腫
れ

が
ひ
ど
い
状
態
）
も
、
手
術
器
具
の
進

歩
や
手
技
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
安
全
に

腹
腔
鏡
手
術
が
お
こ
な
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
肝
の
う
胞

な
ど
の
肝
臓
良
性
疾
患
や
、
脾
臓
や
膵

臓
の
良
性
疾
患
に
関
し
て
も
、
腹
腔
鏡

手
術
が
主
流
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　一
方
で
、
肝
胆
膵
領
域
の
悪
性
腫
瘍

（
が
ん
）
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
は
、

病
気
の
悪
性
度
が
高
い
こ
と
や
、
手
術

手
技
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
導
入
が
遅

れ
て
い
ま
し
た
。
肝
臓
癌
に
対
す
る
腹

腔
鏡
手
術
は
、
2
0
1
0
年
に
肝
部
分

切
除
が
、
2
0
1
6
年
よ
り
そ
の
他
の

大
き
な
肝
切
除
に
も
保
険
適
応
が
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
膵
臓
癌
に
対

し
て
は
2
0
1
6
年
よ
り
保
険
適
応
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
現
在
は
が
ん

手
術
の
安
全
性
と
根
治
性
を
調
べ
る
た

め
、
限
ら
れ
た
施
設
で
の
実
施
や
、
手

術
症
例
の
全
国
登
録
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
標
準

治
療
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
手
術
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
病
気
の
状
態
に
応
じ
て
、
適
切
な

治
療
方
法
を
上
手
に
使
い
分
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
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「
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プ
」
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担
当
：
山
崎

を
募
集
し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭和13年頃冬

　旧満州（現・中国）へ行く兵士らが舞鶴の港で家
族と撮った写真と思われます。田んぼや畑仕事が一
段落した冬の出征は、城端駅から列車で行き、港で
見送りする家族が多かったようです。　

ちょっと
一息

厚
生
連
高
岡
病
院

　
　
外
科
診
療
部
長
待
遇

加
藤
　
洋
介

 

か

　と
う

　
　
　

 

よ
う  

す
け

肝
胆
膵
疾
患
に
対
す
る

　鏡
視
下
手
術

　シ
リ
ー
ズ
④

肝
胆
膵
疾
患
に
対
す
る

　鏡
視
下
手
術

　シ
リ
ー
ズ
④

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
平
日
の
夜
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
去
年
の
2
倍
の
40
人
の
部
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
始
め
に
、
去
年
10
月
に
初
お
目
見
え
の
富
山

米
新
品
種
「
富
富
富
」
と
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
食
べ

比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
全
員
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
は
め
、

両
手
に
熱
々
の
ご
は
ん
を
渡
し
て
ど
ち
ら
が
「
富
富

富
」
か
当
て
て
も
ら
い
ま
す
。「
噛
み
し
め
た
時
の
味
・

鼻
か
ら
抜
け
る
香
り
が
全
く
違
う
！
」
と
、
す
ぐ
分

か
る
方
も
い
れ
ば
「
う
〜
ん
？
」
と
首
を
か
し
げ
る

方
も
い
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
次
に
本
日
の
メ
イ
ン
の
お
む
す
び
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
。
講
師
か
ら
お
い
し
く
作
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
「
ご
は
ん
を
握
る
の
で
は
な
く
、
一
粒
一
粒

を
結
び
、
優
し
く
ふ
っ
く
ら
と
仕
上
げ
る
ん
で
す
よ
」

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
員
は
、
自
己
流
お

む
す
び
の
作
り
方
と
の
違
い
に
驚
き
、
美
味
し
い
お

む
す
び
を
作
る
た
め
に
、
お
米
の
と
ぎ
方
や
浸
水
時

間
、
お
い
し
く
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ
や
お
む
す
び
が

長
持
ち
す
る
具
材
の
選
び
方
な
ど
の
質
問
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
教
室
の
最
後
に
は
、
部
員
か
ら
「
早
速
お
弁
当
に

作
っ
て
み
た
い
」、「
教
わ
っ
た
お
む
す
び
を
披
露
し

て
家
族
と
食
べ
比
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
、
こ
の
教
室

だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
も
普
段

か
ら
お
む
す
び

を
楽
し
ん
で
味

わ
う
よ
い
機
会

と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

▲講師の早川氏（右）と大江氏（左）
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おむすび教室おむすび教室おむすび教室おむすび教室
　
1
月
18
日
、
こ
だ
わ
り
の
お
む
す
び
の
お
店
「
ヨ
ッ

テ
カ
ー
レ
城
端
」
か
ら
早
川
氏
、
大
江
氏
の
2
人
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
プ
ロ
に
学
ぶ
! !
お
む
す
び
教
室
」▲完成したおむすびを手にみんなで記念写真

▲どっちが「富富富」？

▲握らずやさしく結ぶのがポイント

▲地元産コシヒカリを使いました

　大
き
な
病
院
に
お
い
て
、
お
腹
の
外

科
（
消
化
器
外
科
）
で
は
、
担
当
す
る

臓
器
や
疾
患
を
細
分
化
す
る
こ
と
で
、

よ
り
高
度
で
専
門
的
な
治
療
が
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
厚
生
連
で
も
上
部
消

化
管
（
胃
や
食
道
）、
下
部
消
化
管

（
大
腸
や
肛
門
）、肝
胆
膵
（
肝
臓
・

胆
道
・
膵
臓
・
脾
臓
）
の
3
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
診
療
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　全
国
的
に
手
術
件
数
が
増
加
し
て
い

る
腹
腔
鏡
手
術
は
、
お
腹
に
数
ミ
リ
か

ら
数
セ
ン
チ
の
小
さ
な
孔
を
数
か
所
あ

け
て
、
高
精
細
な
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
と
精

緻
な
手
術
用
器
具
を
挿
入
し
て
行
う
手

術
で
す
。
深
部
の
臓
器
に
カ
メ
ラ
で
近

接
す
る
こ
と
で
、
お
腹
の
壁
の
破
壊
や

周
辺
臓
器
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
で

き
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

く
、
術
後
の
回
復
も
早
い
こ
と
が
実
感

で
き
ま
す
。
肝
胆
膵
外
科
が
扱
う
臓
器

は
、
特
に
体
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置

す
る
た
め
、
開
腹
手
術
で
は
病
巣
に
到

達
す
る
た
め
の
大
き
な
皮
膚
切
開
を
要

し
ま
す
。
そ
の
た
め
肝
胆
膵
領
域
に
お

い
て
も
腹
腔
鏡
手
術
の
治
療
効
果
は
絶

大
で
あ
り
、
そ
の
適
応
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
罹
患
数
が
多
い
胆
の
う

結
石
で
は
治
療
の
第
一
選
択
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
従
来
は
手
術
が
難
し
く
開

腹
手
術
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
急
性

胆
嚢
炎
（
細
菌
感
染
を
お
こ
し
て
腫
れ

が
ひ
ど
い
状
態
）
も
、
手
術
器
具
の
進

歩
や
手
技
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
安
全
に

腹
腔
鏡
手
術
が
お
こ
な
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
肝
の
う
胞

な
ど
の
肝
臓
良
性
疾
患
や
、
脾
臓
や
膵

臓
の
良
性
疾
患
に
関
し
て
も
、
腹
腔
鏡

手
術
が
主
流
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　一
方
で
、
肝
胆
膵
領
域
の
悪
性
腫
瘍

（
が
ん
）
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
は
、

病
気
の
悪
性
度
が
高
い
こ
と
や
、
手
術

手
技
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
導
入
が
遅

れ
て
い
ま
し
た
。
肝
臓
癌
に
対
す
る
腹

腔
鏡
手
術
は
、
2
0
1
0
年
に
肝
部
分

切
除
が
、
2
0
1
6
年
よ
り
そ
の
他
の

大
き
な
肝
切
除
に
も
保
険
適
応
が
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
膵
臓
癌
に
対

し
て
は
2
0
1
6
年
よ
り
保
険
適
応
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
現
在
は
が
ん

手
術
の
安
全
性
と
根
治
性
を
調
べ
る
た

め
、
限
ら
れ
た
施
設
で
の
実
施
や
、
手

術
症
例
の
全
国
登
録
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
標
準

治
療
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
手
術
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
病
気
の
状
態
に
応
じ
て
、
適
切
な

治
療
方
法
を
上
手
に
使
い
分
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

〒
9
3
9

－

1
8
4
3
　
南
砺
市
金
戸
2
6
8

－

1
　
☎
６
２

－

２
１
２
３

Ｊ
Ａ
な
ん
と
　
総
務
課  

広
報
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
係

   

　
担
当
：
山
崎

を
募
集
し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭和13年頃冬

　旧満州（現・中国）へ行く兵士らが舞鶴の港で家
族と撮った写真と思われます。田んぼや畑仕事が一
段落した冬の出征は、城端駅から列車で行き、港で
見送りする家族が多かったようです。　

ちょっと
一息

厚
生
連
高
岡
病
院

　
　
外
科
診
療
部
長
待
遇

加
藤
　
洋
介

 

か

　と
う

　
　
　

 

よ
う  

す
け

肝
胆
膵
疾
患
に
対
す
る

　鏡
視
下
手
術

　シ
リ
ー
ズ
④

肝
胆
膵
疾
患
に
対
す
る

　鏡
視
下
手
術

　シ
リ
ー
ズ
④

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
平
日
の
夜
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
去
年
の
2
倍
の
40
人
の
部
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
始
め
に
、
去
年
10
月
に
初
お
目
見
え
の
富
山

米
新
品
種
「
富
富
富
」
と
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
食
べ

比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
全
員
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
は
め
、

両
手
に
熱
々
の
ご
は
ん
を
渡
し
て
ど
ち
ら
が
「
富
富

富
」
か
当
て
て
も
ら
い
ま
す
。「
噛
み
し
め
た
時
の
味
・

鼻
か
ら
抜
け
る
香
り
が
全
く
違
う
！
」
と
、
す
ぐ
分

か
る
方
も
い
れ
ば
「
う
〜
ん
？
」
と
首
を
か
し
げ
る

方
も
い
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
次
に
本
日
の
メ
イ
ン
の
お
む
す
び
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
。
講
師
か
ら
お
い
し
く
作
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
「
ご
は
ん
を
握
る
の
で
は
な
く
、
一
粒
一
粒

を
結
び
、
優
し
く
ふ
っ
く
ら
と
仕
上
げ
る
ん
で
す
よ
」

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
員
は
、
自
己
流
お

む
す
び
の
作
り
方
と
の
違
い
に
驚
き
、
美
味
し
い
お

む
す
び
を
作
る
た
め
に
、
お
米
の
と
ぎ
方
や
浸
水
時

間
、
お
い
し
く
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ
や
お
む
す
び
が

長
持
ち
す
る
具
材
の
選
び
方
な
ど
の
質
問
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
教
室
の
最
後
に
は
、
部
員
か
ら
「
早
速
お
弁
当
に

作
っ
て
み
た
い
」、「
教
わ
っ
た
お
む
す
び
を
披
露
し

て
家
族
と
食
べ
比
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
、
こ
の
教
室

だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
も
普
段

か
ら
お
む
す
び

を
楽
し
ん
で
味

わ
う
よ
い
機
会

と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

▲講師の早川氏（右）と大江氏（左）
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若
手
職
員
紹
介

若
手
職
員
紹
介

脊
戸
川
貴
史
さ
ん

　
　
　真
紀
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
子
育
て
が
終
わ
っ
た
世
代
で
集
ま
り
、
年
1
回
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
は
冬
の
日
光
東
照
宮
を
観
光
し
、
栃
木
名
物
の
「
佐
野
ラ
ー

メ
ン
」
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
行
き
先
は
兵
庫
県
の
城
崎
温
泉
で
す
。
奥
様
方
に
は
城
崎
名
物

の
7
つ
の
外
湯
め
ぐ
り
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
、
男
性
陣
は

温
泉
と
宴
会
で
ス
ト
レ
ス
解
消
と
明
日
か
ら
の
活
力
を
養
い
ま
す
。

　
年
を
追
う
ご
と
に
会
員
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
交
流
の

場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
長
　
篠
原
正
則

語
彙
　
２
級

│
│
部
分
の
言
葉
と
置
き
換
え
可
能
な
、
意
味
の

最
も
類
似
し
た
語
を
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
く
だ

さ
い
。

明
日
の
株
主
総
会
で
、
現
社
長
の
進
退
が
明
ら
か

に
な
る
は
ず
だ
。

（
１
）
配
転

（
２
）
異
動

（
３
）
更
迭

（
４
）
去
就

解
答
・
解
説

（
４
）

「
進
退
」
は
、
多
く
は
社
会
的
地
位
の
高
い
人
の
、

職
を
辞
す
る
か
ど
う
か
の
身
の
処
し
方
の
こ
と
。

そ
こ
を
去
る
べ
き
か
、
そ
こ
に
留
ま
る
べ
き
か
と

い
う
意
を
表
す
、（
４
）「
去
就
」
が
類
義
語
。（
１
）

「
配
転
」
は
、「
配
置
転
換
」
の
略
語
。
会
社
な
ど

の
組
織
に
お
い
て
、
そ
の
人
の
業
務
内
容
や
勤
務

地
を
変
え
る
こ
と
。（
２
）「
異
動
」
は
、
住
所
や

勤
め
先
な
ど
が
そ
れ
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
。
会
社

な
ど
で
も
、「
人
事
異
動
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
部

署
や
地
位
の
変
更
を
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

文
脈
に
は
な
じ
ま
な
い
。（
３
）「
更
迭
」
は
、
あ

る
役
職
に
つ
い
て
い
る
人
を
や
め
さ
せ
て
、
ほ
か

の
人
を
そ
の
職
に
つ
け
る
こ
と
。

　
姉
の
千
奈
は
可
愛
い
も
の
が
大
好
き
で
、
お
気
に
入
り
の

指
輪
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を
窓
辺
に
並
べ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

　
妹
の
莉
紗
は
人
の
顔
を
見
る
の
が
好
き
で
、
少
し
遠
く
の

場
所
か
ら
で
も
目
が
合
う
と
笑
っ
て
く
れ
ま
す
。 

　
莉
紗
は
千
奈
を
見
つ
け
る
と
そ
ち
ら
ま
で
転
が
っ
て
い

き
、
千
奈
は
莉
紗
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
自
分
の
ぬ
い

ぐ
る
み
を
貸
し
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。
2
人
は
と
て
も

仲
良
し
で
す
。

仕
事
内
容

　
金
融
の
窓
口
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
か
ら
の
出
金
や
入
金
、
振
込
な
ど

の
依
頼
を
受
付
け
、
手
続
き
を
し
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
の
は
ど
ん
な
と

き
で
す
か
？

　
入
力
作
業
を
正
確
に
迅
速
に
で
き
た
時
で
す
。

好
き
な
野
菜
は
何
で
す
か
？

　
キ
ャ
ベ
ツ
が
好
き
で
す
。

休
日
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
か
？

　
小
説
を
読
ん
だ
り
動
物
系
の
動
画
を
見
て
い

ま
す
。

塔
尾
壮
年
会

 

竹
中 

千
奈 

ち
ゃ
ん（
4
歳
）

　莉
紗 

ち
ゃ
ん（
6
ヶ
月
）

　
　
　
　お
父
さ
ん 

豊
さ
ん

　お
母
さ
ん 

安
里
さ
ん

 

ち

　

  

な
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さ

我
が
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の
ア
イ
ド
ル

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

井口
地域

仲
良
し
ご
夫
婦

仲
良
し
ご
夫
婦

み
ん
な
広
場

の

み
ん
な
広
場

の
２
人
の
馴
れ
初
め
は
？

井
口
の
夏
祭
り
の
再
会
で
彼
の
猛
ア
タ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で
す
。

思
い
出
の
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

新
婚
旅
行
で
行
っ
た
モ
ル
デ
ィ
ブ
。楽
園
で
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

貴
史
さ
ん
　
　「
優
し
い
と
こ
ろ
」

真
紀
さ
ん
　
　「
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
」

趣
味
は
？

貴
史
さ
ん
　
　「
ゴ
ル
フ
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
」

真
紀
さ
ん
　
　「
お
買
い
物
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
」

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

貴
史
さ
ん
　
　「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」

真
紀
さ
ん
　
　「
ヨ
ガ
」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
一
言
！

貴
史
さ
ん
　
　「
俺
よ
り
先
に
寝
る
な
！（
笑
）」

真
紀
さ
ん
　
　「
先
に
寝
さ
せ
て
よ
！（
笑
）」
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若
手
職
員
紹
介

若
手
職
員
紹
介

脊
戸
川
貴
史
さ
ん

　
　
　真
紀
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
子
育
て
が
終
わ
っ
た
世
代
で
集
ま
り
、
年
1
回
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
は
冬
の
日
光
東
照
宮
を
観
光
し
、
栃
木
名
物
の
「
佐
野
ラ
ー

メ
ン
」
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
行
き
先
は
兵
庫
県
の
城
崎
温
泉
で
す
。
奥
様
方
に
は
城
崎
名
物

の
7
つ
の
外
湯
め
ぐ
り
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
、
男
性
陣
は

温
泉
と
宴
会
で
ス
ト
レ
ス
解
消
と
明
日
か
ら
の
活
力
を
養
い
ま
す
。

　
年
を
追
う
ご
と
に
会
員
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
交
流
の

場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
長
　
篠
原
正
則

語
彙
　
２
級

│
│
部
分
の
言
葉
と
置
き
換
え
可
能
な
、
意
味
の

最
も
類
似
し
た
語
を
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
く
だ

さ
い
。

明
日
の
株
主
総
会
で
、
現
社
長
の
進
退
が
明
ら
か

に
な
る
は
ず
だ
。

（
１
）
配
転

（
２
）
異
動

（
３
）
更
迭

（
４
）
去
就

解
答
・
解
説

（
４
）

「
進
退
」
は
、
多
く
は
社
会
的
地
位
の
高
い
人
の
、

職
を
辞
す
る
か
ど
う
か
の
身
の
処
し
方
の
こ
と
。

そ
こ
を
去
る
べ
き
か
、
そ
こ
に
留
ま
る
べ
き
か
と

い
う
意
を
表
す
、（
４
）「
去
就
」
が
類
義
語
。（
１
）

「
配
転
」
は
、「
配
置
転
換
」
の
略
語
。
会
社
な
ど

の
組
織
に
お
い
て
、
そ
の
人
の
業
務
内
容
や
勤
務

地
を
変
え
る
こ
と
。（
２
）「
異
動
」
は
、
住
所
や

勤
め
先
な
ど
が
そ
れ
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
。
会
社

な
ど
で
も
、「
人
事
異
動
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
部

署
や
地
位
の
変
更
を
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

文
脈
に
は
な
じ
ま
な
い
。（
３
）「
更
迭
」
は
、
あ

る
役
職
に
つ
い
て
い
る
人
を
や
め
さ
せ
て
、
ほ
か

の
人
を
そ
の
職
に
つ
け
る
こ
と
。

　
姉
の
千
奈
は
可
愛
い
も
の
が
大
好
き
で
、
お
気
に
入
り
の

指
輪
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を
窓
辺
に
並
べ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

　
妹
の
莉
紗
は
人
の
顔
を
見
る
の
が
好
き
で
、
少
し
遠
く
の

場
所
か
ら
で
も
目
が
合
う
と
笑
っ
て
く
れ
ま
す
。 

　
莉
紗
は
千
奈
を
見
つ
け
る
と
そ
ち
ら
ま
で
転
が
っ
て
い

き
、
千
奈
は
莉
紗
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
自
分
の
ぬ
い

ぐ
る
み
を
貸
し
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。
2
人
は
と
て
も

仲
良
し
で
す
。

仕
事
内
容

　
金
融
の
窓
口
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
か
ら
の
出
金
や
入
金
、
振
込
な
ど

の
依
頼
を
受
付
け
、
手
続
き
を
し
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
の
は
ど
ん
な
と

き
で
す
か
？

　
入
力
作
業
を
正
確
に
迅
速
に
で
き
た
時
で
す
。

好
き
な
野
菜
は
何
で
す
か
？

　
キ
ャ
ベ
ツ
が
好
き
で
す
。

休
日
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
か
？

　
小
説
を
読
ん
だ
り
動
物
系
の
動
画
を
見
て
い

ま
す
。
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❖ 

梅
の
実
句
会
　
　

履
き
慣
れ
た
田
ん
ぼ
長
靴
初
詣
　
　
　
　

初
笑
全
身
細
胞
活
気
づ
く
　
　
　
　
　
　

負
け
ん
気
の
ま
な
ざ
し
と
な
る
歌
留
多
取

お
喋
り
も
馳
走
の
一
つ
女
正
月
　
　
　
　

長
ら
へ
て
謝
す
る
心
や
去
年
今
年
　
　
　

大
股
に
つ
き
ゆ
く
小
股
息
白
し
　
　
　
　

❖ 

わ
か
ば
句
会

脇
床
に
飾
羽
子
板
見
得
を
切
る
　
　

初
御
く
じ
ひ
く
深
呼
吸
二
度
三
度
　

悴
み
て
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
二
本
買
ふ

ふ
る
里
に
雪
遊
び
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
　

主
婦
と
言
ひ
坊
守
と
い
ひ
三
ケ
日
　

❖ 

寿
　
句
会

大
嚏
誰
か
が
噂
ひ
と
り
酌
む
　
　
　
　

早
発
ち
の
子
の
起
き
抜
け
の
除
雪
か
な

山
の
端
の
雲
分
け
お
は
す
寒
の
月
　
　

穏
や
か
な
朝
を
迎
へ
て
お
元
日
　
　
　

初
電
話
か
た
言
ま
じ
る
児
の
声
も
　
　

初
咲
き
の
万
両
も
添
へ
活
け
に
け
り
　

人
混
み
に
髪
な
び
か
せ
て
初
詣
　
　
　

三
連
休
正
月
帰
り
の
疲
れ
と
る
　
　
　

寒
紅
に
齢
を
少
し
誤
魔
化
し
ぬ
　
　
　

雪
か
ぶ
り
竹
弓
な
り
に
地
面
ま
で
　
　

初
寄
席
や
会
釈
を
交
は
す
顔
な
じ
み
　

大
降
り
も
せ
ず
大
寒
の
明
け
に
け
り
　

❖ 

利
波
川
社
句
会

初
乗
り
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
は
め
に
け
り

暁
の
か
い
に
ょ
飛
び
立
つ
初
鴉
　
　
　

代
金
は
賽
銭
箱
へ
破
魔
矢
受
く
　

大
寒
や
子
の
手
を
握
り
バ
ス
を
待
つ
　

人
混
み
を
子
を
真
ん
中
に
初
詣
　

松
の
内
あ
け
て
御
神
酒
の
手
酌
か
な
　

見
送
り
て
取
り
残
さ
れ
し
雪
だ
る
ま
　

三
ケ
日
過
ぎ
て
賑
わ
う
客
の
あ
り
　
　

❖ 

ク
ロ
ー
バ
ー
句
会

春
め
き
て
手
元
足
元
そ
は
そ
は
す
　
　

偶
然
の
三
つ
重
な
る
冬
の
虹
　
　
　
　

句
読
点
次
の
言
葉
は
雪
し
づ
り
　
　
　

雛
人
形
飾
り
て
一
人
抹
茶
立
て
　
　
　

誰
よ
り
も
夫
の
傍
の
あ
た
た
か
し
　
　

ル
ー
テ
ィ
ン
は
背
伸
び
三
回
寒
明
け
る

　孝
志
美
枝

日
登
美

貞

　子

貴
美
女

昭

　代

未

　知

友

　之

欣

　正

外
志
男

香

　織

昭

　生

敏

　子

秀

　子

玲

　子

み
の
り

千
恵
子

小
夜
子

忠

　代

光

　子

澄

　江

美
智
子

み
つ
子

　達
淑

　枝

や
す
子

正

　美

不

　二

一

　椿

純

　尚

清

　美

悦

　子

茂

　美

志

　子

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です
第
９
回
や
す
ん
ご
と
会

▲どの札をとろうかな…？ ▲ジョーカー来ませんように!!（願）

▲みんなで体操1.2.3

▲札あったよ！

▲札の歌を手拍子に合わせて歌います

　
お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
次
回
は
3
月
14
日
の
「
ゲ
ー
ム
・
五
箇
山
深

山
会
」
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

会
　
　
費
　 

１
回
　
５
０
０
円

 

お
申
込
み
　 

福
祉
課
　
６
２

－

８
５
８
８

　
1
月
17
日
の
第
9
回
や
す
ん
ご
と
会
で
は
、
足
元
が
悪
い
中

で
も
安
全
に
た
く
さ
ん
の
方
に
出
席
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
、
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
お
正
月
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
童
謡
の
歌

詞
が
載
っ
た
「
思
い
出
カ
ル
タ
」
で
は
、
札
を
取
っ
た
人
が
童

謡
の
歌
を
歌
う
の
に
合
わ
せ
、
周
り
の
方
も
楽
し
そ
う
に
歌
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
の
バ
バ
抜
き
で
は
、
誰

が
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
名
演
技
で
、

皆
さ
ん
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
隣
の
人
の
札
を
じ
っ
く
り
と
選

ん
で
取
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
お
馴
染
み
の
り
ん
ご
の
歌
・
き
よ
し
の
ズ
ン

ド
コ
節
の
曲
に
合
わ
せ
た
体
操
の
あ
と
、
お
楽
し
み
の
「
お
正

月
恒
例
ビ
ン
ゴ
大
会
」
を
し
ま
し
た
。
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
た
び
に
カ
ー
ド
の
中
の
数
字
を
真
剣
に
探
し
、「
あ
っ
た
！

あ
っ
た
！
」「
あ
〜
な
い
わ
」
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

1
月
14
日

　蓑
谷
地
区

男
性
5
人

　女
性
18
人

　
今
回
は
蓑
谷
地
区
全
域
を
対
象

に
雨
空
ひ
ば
り
さ
ん
を
お
招
き
し

て
楽
し
い
シ
ョ
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。
煌
び
や
か
な
衣
装
に
目
を
奪

わ
れ
、
楽
し
い
ト
ー
ク
と
歌
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
元
気
に
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
、「
冬
で
も

や
す
ん
ご
と
会
に
来
る
の
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
積
雪
が
少
な
く
、

良
い
天
気
が
続
き
ま
す
が
、

雪
道
や
凍
っ
た
道
に
注
意
し

て
歩
く
こ
と
や
、
風
邪
を
ひ

か
な
い
よ
う
手
洗
い
や
う
が

い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
と

お
伝
え
し
ま
し
た
。

た

る

か

―

消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
振
替
納
税―
―

消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
振
替
納
税―

御隠居と熊さんの

税金こばなし¥

砺
波
税
務
署

御
隠
居
…
熊
さ
ん
、
所
得
税
の
申
告
は
済
ん
だ
の
か
い
？

熊
さ
ん
…
も
ち
ろ
ん
で
や
ん
す
よ
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
デ
ー
タ
を
作
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
申
告
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
ほ
お
〜
。
さ
す
が
は
、
熊
さ
ん
。

熊
さ
ん
…
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
計
算
誤
り
が
な
い
し
、
基
本
的
な

誤
り
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
か
ら
便
利
で
簡
単
で
や
ん
し
た
よ
。
あ
っ
し
で
も
作
る
こ

と
が
で
き
た
で
や
ん
す
か
ら
。

御
隠
居
…
と
こ
ろ
で
熊
さ
ん
、
消
費
税
の
申
告
も
必
要
だ
と
言
っ
て
お
ら
ん
か
っ
た
か
の
う
？

熊
さ
ん
…
そ
う
で
や
ん
す
。
平
成
28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
た
の
で
、
平
成
30

年
分
で
は
、
消
費
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
で
も
、
昨
年
の
年
末
に
、
平
成
30
年
分
の
課
税
売
上
高
は
、
一
千
万
円
を
超
え
そ

う
に
な
い
と
言
っ
て
お
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

熊
さ
ん
…
御
隠
居
。
も
し
か
し
て
、
あ
っ
し
を
試
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
な
、
な
ん
で
そ
う
思
う
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
消
費
税
の
場
合
、
た
と
え
平
成
30
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
以
下
で
も
、
平
成

28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
て
い
る
と
、
平
成
30
年
分
の
課
税
事
業

者
と
な
り
や
ん
す
か
ら
、
消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
や
ん
す
よ
。

御
隠
居
…
う
む
。
見
事
な
説
明
じ
ゃ
。
そ
う
す
る
と
消
費
税
の
確
定
申
告
も
、
も
う
済
ま
し
た
と

い
う
こ
と
か
の
う
？

熊
さ
ん
…
そ
う
で
や
ん
す
。
所
得
税
と
同
じ
よ
う
に
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
消
費

税
の
申
告
デ
ー
タ
を
作
っ
て
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
と
こ
ろ
で
、
熊
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
記
載
し
た
の
か
ね
？

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
大
丈
夫
で
や
ん
す
。
ち
ゃ
ん
と
記
載
し
た
で
や
ん
す
よ
。ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告

し
た
の
で
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
提
出
は
必
要
な
い
で
や
ん
す
よ
ね
。

御
隠
居
…
ほ
ぉ
ぉ
、
熊
さ
ん
に
し
て
は
上
出
来
じ
ゃ
。
申
告
は
ば
っ
ち
り
の
よ
う
じ
ゃ
が
、
納
税

資
金
の
準
備
は
ど
う
な
ん
だ
い
？ 

熊
さ
ん
…
そ
れ
も
大
丈
夫
で
や
ん
す
。し
っ
か
り
納
税
資
金
を
積
み
立
て
し
て
い
る
で
や
ん
す
よ
。

積
み
立
て
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
口
座
引
落
し
で
納
税
手
続
が
で
き

る
よ
う
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
金
融
機
関
に
提

出
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
申
告
期
限
ま
で
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
金
融
機
関

か
税
務
署
に
提
出
す
れ
ば
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
４
月
22
日（
月
）に
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
４
月
24
日（
水
）に
登
録
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
落
し
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
。
後
は
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
だ

け
じ
ゃ
な
。
ど
う
じ
ゃ
、
申
告
も
終
わ
っ
た
こ
と
だ
し
、
今
か
ら
一
杯
い
く
か
な
？

熊
さ
ん
…
納
付
す
る
税
金
が
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
日
は
御
隠
居
の
お
ご
り
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
し
や
す
。

　  

く
さ
め

　
　

142019年 3月号15 2019年 3月号



❖ 

梅
の
実
句
会
　
　

履
き
慣
れ
た
田
ん
ぼ
長
靴
初
詣
　
　
　
　

初
笑
全
身
細
胞
活
気
づ
く
　
　
　
　
　
　

負
け
ん
気
の
ま
な
ざ
し
と
な
る
歌
留
多
取

お
喋
り
も
馳
走
の
一
つ
女
正
月
　
　
　
　

長
ら
へ
て
謝
す
る
心
や
去
年
今
年
　
　
　

大
股
に
つ
き
ゆ
く
小
股
息
白
し
　
　
　
　

❖ 

わ
か
ば
句
会

脇
床
に
飾
羽
子
板
見
得
を
切
る
　
　

初
御
く
じ
ひ
く
深
呼
吸
二
度
三
度
　

悴
み
て
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
二
本
買
ふ

ふ
る
里
に
雪
遊
び
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
　

主
婦
と
言
ひ
坊
守
と
い
ひ
三
ケ
日
　

❖ 

寿
　
句
会

大
嚏
誰
か
が
噂
ひ
と
り
酌
む
　
　
　
　

早
発
ち
の
子
の
起
き
抜
け
の
除
雪
か
な

山
の
端
の
雲
分
け
お
は
す
寒
の
月
　
　

穏
や
か
な
朝
を
迎
へ
て
お
元
日
　
　
　

初
電
話
か
た
言
ま
じ
る
児
の
声
も
　
　

初
咲
き
の
万
両
も
添
へ
活
け
に
け
り
　

人
混
み
に
髪
な
び
か
せ
て
初
詣
　
　
　

三
連
休
正
月
帰
り
の
疲
れ
と
る
　
　
　

寒
紅
に
齢
を
少
し
誤
魔
化
し
ぬ
　
　
　

雪
か
ぶ
り
竹
弓
な
り
に
地
面
ま
で
　
　

初
寄
席
や
会
釈
を
交
は
す
顔
な
じ
み
　

大
降
り
も
せ
ず
大
寒
の
明
け
に
け
り
　

❖ 

利
波
川
社
句
会

初
乗
り
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
は
め
に
け
り

暁
の
か
い
に
ょ
飛
び
立
つ
初
鴉
　
　
　

代
金
は
賽
銭
箱
へ
破
魔
矢
受
く
　

大
寒
や
子
の
手
を
握
り
バ
ス
を
待
つ
　

人
混
み
を
子
を
真
ん
中
に
初
詣
　

松
の
内
あ
け
て
御
神
酒
の
手
酌
か
な
　

見
送
り
て
取
り
残
さ
れ
し
雪
だ
る
ま
　

三
ケ
日
過
ぎ
て
賑
わ
う
客
の
あ
り
　
　

❖ 

ク
ロ
ー
バ
ー
句
会

春
め
き
て
手
元
足
元
そ
は
そ
は
す
　
　

偶
然
の
三
つ
重
な
る
冬
の
虹
　
　
　
　

句
読
点
次
の
言
葉
は
雪
し
づ
り
　
　
　

雛
人
形
飾
り
て
一
人
抹
茶
立
て
　
　
　

誰
よ
り
も
夫
の
傍
の
あ
た
た
か
し
　
　

ル
ー
テ
ィ
ン
は
背
伸
び
三
回
寒
明
け
る

　孝
志
美
枝

日
登
美

貞

　子

貴
美
女

昭

　代

未

　知

友

　之

欣

　正

外
志
男

香

　織

昭

　生

敏

　子

秀

　子

玲

　子

み
の
り

千
恵
子

小
夜
子

忠

　代

光

　子

澄

　江

美
智
子

み
つ
子

　達
淑

　枝

や
す
子

正

　美

不

　二

一

　椿

純

　尚

清

　美

悦

　子

茂

　美

志

　子

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です
第
９
回
や
す
ん
ご
と
会

▲どの札をとろうかな…？ ▲ジョーカー来ませんように!!（願）

▲みんなで体操1.2.3

▲札あったよ！

▲札の歌を手拍子に合わせて歌います

　
お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
次
回
は
3
月
14
日
の
「
ゲ
ー
ム
・
五
箇
山
深

山
会
」
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

会
　
　
費
　 

１
回
　
５
０
０
円

 

お
申
込
み
　 

福
祉
課
　
６
２

－

８
５
８
８

　
1
月
17
日
の
第
9
回
や
す
ん
ご
と
会
で
は
、
足
元
が
悪
い
中

で
も
安
全
に
た
く
さ
ん
の
方
に
出
席
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
、
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
お
正
月
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
童
謡
の
歌

詞
が
載
っ
た
「
思
い
出
カ
ル
タ
」
で
は
、
札
を
取
っ
た
人
が
童

謡
の
歌
を
歌
う
の
に
合
わ
せ
、
周
り
の
方
も
楽
し
そ
う
に
歌
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
の
バ
バ
抜
き
で
は
、
誰

が
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
名
演
技
で
、

皆
さ
ん
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
隣
の
人
の
札
を
じ
っ
く
り
と
選

ん
で
取
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
お
馴
染
み
の
り
ん
ご
の
歌
・
き
よ
し
の
ズ
ン

ド
コ
節
の
曲
に
合
わ
せ
た
体
操
の
あ
と
、
お
楽
し
み
の
「
お
正

月
恒
例
ビ
ン
ゴ
大
会
」
を
し
ま
し
た
。
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
た
び
に
カ
ー
ド
の
中
の
数
字
を
真
剣
に
探
し
、「
あ
っ
た
！

あ
っ
た
！
」「
あ
〜
な
い
わ
」
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

1
月
14
日

　蓑
谷
地
区

男
性
5
人

　女
性
18
人

　
今
回
は
蓑
谷
地
区
全
域
を
対
象

に
雨
空
ひ
ば
り
さ
ん
を
お
招
き
し

て
楽
し
い
シ
ョ
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。
煌
び
や
か
な
衣
装
に
目
を
奪

わ
れ
、
楽
し
い
ト
ー
ク
と
歌
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
元
気
に
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
、「
冬
で
も

や
す
ん
ご
と
会
に
来
る
の
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
積
雪
が
少
な
く
、

良
い
天
気
が
続
き
ま
す
が
、

雪
道
や
凍
っ
た
道
に
注
意
し

て
歩
く
こ
と
や
、
風
邪
を
ひ

か
な
い
よ
う
手
洗
い
や
う
が

い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
と

お
伝
え
し
ま
し
た
。

た

る

か

―

消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
振
替
納
税―

―

消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
振
替
納
税―

御隠居と熊さんの

税金こばなし¥

砺
波
税
務
署

御
隠
居
…
熊
さ
ん
、
所
得
税
の
申
告
は
済
ん
だ
の
か
い
？

熊
さ
ん
…
も
ち
ろ
ん
で
や
ん
す
よ
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
デ
ー
タ
を
作
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
申
告
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
ほ
お
〜
。
さ
す
が
は
、
熊
さ
ん
。

熊
さ
ん
…
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
計
算
誤
り
が
な
い
し
、
基
本
的
な

誤
り
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
か
ら
便
利
で
簡
単
で
や
ん
し
た
よ
。
あ
っ
し
で
も
作
る
こ

と
が
で
き
た
で
や
ん
す
か
ら
。

御
隠
居
…
と
こ
ろ
で
熊
さ
ん
、
消
費
税
の
申
告
も
必
要
だ
と
言
っ
て
お
ら
ん
か
っ
た
か
の
う
？

熊
さ
ん
…
そ
う
で
や
ん
す
。
平
成
28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
た
の
で
、
平
成
30

年
分
で
は
、
消
費
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
で
も
、
昨
年
の
年
末
に
、
平
成
30
年
分
の
課
税
売
上
高
は
、
一
千
万
円
を
超
え
そ

う
に
な
い
と
言
っ
て
お
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

熊
さ
ん
…
御
隠
居
。
も
し
か
し
て
、
あ
っ
し
を
試
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
な
、
な
ん
で
そ
う
思
う
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
消
費
税
の
場
合
、
た
と
え
平
成
30
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
以
下
で
も
、
平
成

28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
て
い
る
と
、
平
成
30
年
分
の
課
税
事
業

者
と
な
り
や
ん
す
か
ら
、
消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
や
ん
す
よ
。

御
隠
居
…
う
む
。
見
事
な
説
明
じ
ゃ
。
そ
う
す
る
と
消
費
税
の
確
定
申
告
も
、
も
う
済
ま
し
た
と

い
う
こ
と
か
の
う
？

熊
さ
ん
…
そ
う
で
や
ん
す
。
所
得
税
と
同
じ
よ
う
に
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
消
費

税
の
申
告
デ
ー
タ
を
作
っ
て
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
と
こ
ろ
で
、
熊
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
記
載
し
た
の
か
ね
？

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
大
丈
夫
で
や
ん
す
。
ち
ゃ
ん
と
記
載
し
た
で
や
ん
す
よ
。ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告

し
た
の
で
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
提
出
は
必
要
な
い
で
や
ん
す
よ
ね
。

御
隠
居
…
ほ
ぉ
ぉ
、
熊
さ
ん
に
し
て
は
上
出
来
じ
ゃ
。
申
告
は
ば
っ
ち
り
の
よ
う
じ
ゃ
が
、
納
税

資
金
の
準
備
は
ど
う
な
ん
だ
い
？ 

熊
さ
ん
…
そ
れ
も
大
丈
夫
で
や
ん
す
。し
っ
か
り
納
税
資
金
を
積
み
立
て
し
て
い
る
で
や
ん
す
よ
。

積
み
立
て
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
口
座
引
落
し
で
納
税
手
続
が
で
き

る
よ
う
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
金
融
機
関
に
提

出
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
申
告
期
限
ま
で
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
金
融
機
関

か
税
務
署
に
提
出
す
れ
ば
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
４
月
22
日（
月
）に
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
４
月
24
日（
水
）に
登
録
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
落
し
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
。
後
は
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
だ

け
じ
ゃ
な
。
ど
う
じ
ゃ
、
申
告
も
終
わ
っ
た
こ
と
だ
し
、
今
か
ら
一
杯
い
く
か
な
？

熊
さ
ん
…
納
付
す
る
税
金
が
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
日
は
御
隠
居
の
お
ご
り
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
し
や
す
。

　  

く
さ
め
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ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

2018年平成31年度

ＪＡなんと 日帰り人間ドックのご案内ＪＡなんと 日帰り人間ドックのご案内

★健診場所

厚生連高岡病院（厚生連高岡健康管理センター）

★申込受付　平成31年3月29日（金）まで

★健診内容

①胃・肺・大腸ガン検診（男性は前立腺、
　女性は子宮頚・乳房のガン検診もあります）
②身体計測・血圧測定・血液検査・尿検査
③心電図検査・呼吸機能検査・胸部Ｘ線撮影
④腹部超音波検査（肝臓・腎臓・胆のう）
⑤視力・眼底検査・聴力検査
⑥問診・診察・健康相談
★健診料金および助成金

実施日

5月

東部支店前

東部支店前

五箇山支店前
上平事務所前

五箇山支店前
上平事務所前

午前7時20分

午前7時20分

午前6時45分
午前7時00分

午前6時45分
午前7時00分

27日（月）
28日（火）
17日（月）
18日（火）
19日（水）

20日（木）

25日（木）

26日（金）

6月

7月

検査内容 肺CT

6,480

10人 4人 2人

脳ドック胃カメラ

21,600料　　金

1日の人数

バス出発場所 出発時間
★実施予定

●オプション ※骨密度・喀痰検査・ヘプシノゲン・ピロリ菌
（血液）の検査は当日厚生連の窓口でお申込が
できます。料金別途必要です（後日口座から引
き落とし）。
※脳ドックは、午後からの検査になりますので、
自家用車または、一般交通機関での受診になり
ます。木曜日は休診です。また一週間後に再受
診していただくことになります。

健診料金
厚生連 ③南砺市②JA共済①JAなんと

助　成　金 参考：助成後の個人負担額
（助成により異なります）性　別

男　性
女　性

39,320円
44,280円

17,320円 9,000円
10,000円20,020円

8,000円
9,260円

2,000円3,000円

助成金を受ける要件
①ＪＡなんとの助成の対象者は、正組合員とその家族、准組合員また女性部員の方です。
②ＪＡ共済助成の対象者は、生命共済契約者または同居の親族です。
③南砺市の助成は次の全ての項目に該当する方が対象です。
・受診日において南砺市国民健康保険の加入者
・昭和55年3月31日以前生まれの方（平成31年3月31日時点の年齢が40歳以上）
・南砺市国民健康保険税及びその他市税の未納、滞納額のない世帯
・平成31年度に南砺市が実施する特定健診、各種がん検診、胸部レントゲン検診のすべてを受けていないこと

★お申込み方法
【申込者全員】
　・日帰り人間ドック申込書兼口座振替承諾書に必要事項をご記入の上、保険証のコピーを生活課・各支店
　・事務所へ提出してください。口座振替承諾書に口座番号・口座名義・お届印がない場合、お申込をお受
　　けできない場合があります。
　受診希望日については、いつでもよい場合は○を、または希望日がある場合は、第2希望日までご記入くだ
　さい。申込多数については、変更していただく場合もありますので、ご協力お願い致します。
【国民健康保険の方】
　・南砺市国民健康保険人間ドック検診助成申請書（兼受診申請書）を提出してください。
★結果
・健診結果は、郵送されます。要精密検査や指導の必要な方には後日、厚生連の保健師・看護師による健康
相談会が行われます。
★料金引落
・料金明細は後日郵送し、指定された口座より引落しさせて頂きます。

お問い合わせ…生　活　課　62-2500　西 部 支 店  62-1111　東 部 支 店  62-1313　五箇山支店    66-2241
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  城信事務所  62-1114　井口事務所  64-2011　上平事務所　67-3311　　　　　　　　

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

　ＪＡなんとでは、生活文化
事業の一環として地域の笑顔
と組合員の健康をサポートし
ています!!

受付人数は各日20人です。

好
評
に
よ
り
実
施
日
を
増
や
し
ま
し
た

（胃カメラ・肺ＣＴ・脳ドックは事前申込が必要）
申込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。

　なんと農業協同組合では、2020年 4月採用職員を下記の要領で一般公募いたします。受験資格は2020
年 3月末までに大学・短大卒業見込の方及び卒業者またはこれに準ずる方となります。

2019年 3月14日（木）10:30～11:30
　　　　 3月19日（火）10:30～11:30

　卒業見込みの方は、履歴書を総務課までご持参
ください。ＩＢＡＣやマイナビから申込手続きを行っ
た後に当日履歴書を持参することもできます。

2019年4月19日（金）・22日（月）
　　　   10：00～　　　　

（詳細は説明会参加の方へご案内いたします。）

説明会

各説明会日の3日前までにご応募ください。

いずれかの日程にご参加ください。

試験選考会

既卒の方は・・・
〒939-1843　南砺市金戸268番地の１
なんと農業協同組合　総務課
TEL 0763－62－2123　までお問合せください
卒業見込みの方は・・・
マイナビ2020よりお申込み・お問合せ下さい。個別で連
絡いたします。

説明会・試験選考会のお申込み・お問い合わせは

展示会案内はがき持参の方及び農業機械ご成約の方

春の農機展示会

超特価目玉商品

お問合せ：ＪＡなんと 農機課 ☎ 64－2013
　　　　  南砺市蛇喰1008

「生たまご（６個入り）」
プレゼント

受付期間：2019年4月1日（月）～4月12日（金）

お楽しみ大抽選に参加できますお楽しみ大抽選に参加できます

3/16（土）17（日）9：00～16：00
場 所 ＪＡなんと農機センター

３００パック限定

来来ごご 場場 特特 典典典典

2020年 短大・大学卒業程度新規職員採用のお知らせ短大・大学卒業程度新規職員採用のお知らせ

草刈機

畦草刈機

・詳しい内容は最寄りのＪＡの支店までお問い合わせください。
取扱代理店：なんと農業協同組合
西 部 支 店　６２－１１１１　　東 部 支 店　６２－１３１３
五箇山支店　６２－２２４１　  共済センター　６２－４１２８

引受保険会社共栄火災海上保険株式会社
PB115600(’17.03改）M

A1614430A2276-20170303（2017年3月作成）

突然の交通事故がお子さんにふりかかってしまっ
たら･･･？
自転車補償プランは安心をお届けします。

自転車補償プラン
（交通事故傷害保険＋日常生活個人賠償責任特約付帯）

価格は展示会場にて当日発表します

人気のトラクターや
自走式草刈機も
展示しています！
人気のトラクターや
自走式草刈機も
展示しています！

【人事異動】　平成31年 3月１日付
●異動 上田　深雪 【新職務】営農部生産資材課　　　　　　 　　【旧職務】総合企画室総務課付け（育児休業）
　　　 舘　　由紀 【新職務】総合企画室総務課付け（育児休業） 　【旧職務】東部支店

162019年 3月号17 2019年 3月号



ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

2018年平成31年度

ＪＡなんと 日帰り人間ドックのご案内ＪＡなんと 日帰り人間ドックのご案内

★健診場所

厚生連高岡病院（厚生連高岡健康管理センター）

★申込受付　平成31年3月29日（金）まで

★健診内容

①胃・肺・大腸ガン検診（男性は前立腺、
　女性は子宮頚・乳房のガン検診もあります）
②身体計測・血圧測定・血液検査・尿検査
③心電図検査・呼吸機能検査・胸部Ｘ線撮影
④腹部超音波検査（肝臓・腎臓・胆のう）
⑤視力・眼底検査・聴力検査
⑥問診・診察・健康相談
★健診料金および助成金

実施日

5月

東部支店前

東部支店前

五箇山支店前
上平事務所前

五箇山支店前
上平事務所前

午前7時20分

午前7時20分

午前6時45分
午前7時00分

午前6時45分
午前7時00分

27日（月）
28日（火）
17日（月）
18日（火）
19日（水）

20日（木）

25日（木）

26日（金）

6月

7月

検査内容 肺CT

6,480

10人 4人 2人

脳ドック胃カメラ

21,600料　　金

1日の人数

バス出発場所 出発時間
★実施予定

●オプション ※骨密度・喀痰検査・ヘプシノゲン・ピロリ菌
（血液）の検査は当日厚生連の窓口でお申込が
できます。料金別途必要です（後日口座から引
き落とし）。
※脳ドックは、午後からの検査になりますので、
自家用車または、一般交通機関での受診になり
ます。木曜日は休診です。また一週間後に再受
診していただくことになります。

健診料金
厚生連 ③南砺市②JA共済①JAなんと

助　成　金 参考：助成後の個人負担額
（助成により異なります）性　別

男　性
女　性

39,320円
44,280円

17,320円 9,000円
10,000円20,020円

8,000円
9,260円

2,000円3,000円

助成金を受ける要件
①ＪＡなんとの助成の対象者は、正組合員とその家族、准組合員また女性部員の方です。
②ＪＡ共済助成の対象者は、生命共済契約者または同居の親族です。
③南砺市の助成は次の全ての項目に該当する方が対象です。
・受診日において南砺市国民健康保険の加入者
・昭和55年3月31日以前生まれの方（平成31年3月31日時点の年齢が40歳以上）
・南砺市国民健康保険税及びその他市税の未納、滞納額のない世帯
・平成31年度に南砺市が実施する特定健診、各種がん検診、胸部レントゲン検診のすべてを受けていないこと

★お申込み方法
【申込者全員】
　・日帰り人間ドック申込書兼口座振替承諾書に必要事項をご記入の上、保険証のコピーを生活課・各支店
　・事務所へ提出してください。口座振替承諾書に口座番号・口座名義・お届印がない場合、お申込をお受
　　けできない場合があります。
　受診希望日については、いつでもよい場合は○を、または希望日がある場合は、第2希望日までご記入くだ
　さい。申込多数については、変更していただく場合もありますので、ご協力お願い致します。
【国民健康保険の方】
　・南砺市国民健康保険人間ドック検診助成申請書（兼受診申請書）を提出してください。
★結果
・健診結果は、郵送されます。要精密検査や指導の必要な方には後日、厚生連の保健師・看護師による健康
相談会が行われます。
★料金引落
・料金明細は後日郵送し、指定された口座より引落しさせて頂きます。

お問い合わせ…生　活　課　62-2500　西 部 支 店  62-1111　東 部 支 店  62-1313　五箇山支店    66-2241
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  城信事務所  62-1114　井口事務所  64-2011　上平事務所　67-3311　　　　　　　　

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

　ＪＡなんとでは、生活文化
事業の一環として地域の笑顔
と組合員の健康をサポートし
ています!!

受付人数は各日20人です。

好
評
に
よ
り
実
施
日
を
増
や
し
ま
し
た

（胃カメラ・肺ＣＴ・脳ドックは事前申込が必要）
申込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。

　なんと農業協同組合では、2020年 4月採用職員を下記の要領で一般公募いたします。受験資格は2020
年 3月末までに大学・短大卒業見込の方及び卒業者またはこれに準ずる方となります。

2019年 3月14日（木）10:30～11:30
　　　　 3月19日（火）10:30～11:30

　卒業見込みの方は、履歴書を総務課までご持参
ください。ＩＢＡＣやマイナビから申込手続きを行っ
た後に当日履歴書を持参することもできます。

2019年4月19日（金）・22日（月）
　　　   10：00～　　　　

（詳細は説明会参加の方へご案内いたします。）

説明会

各説明会日の3日前までにご応募ください。

いずれかの日程にご参加ください。

試験選考会

既卒の方は・・・
〒939-1843　南砺市金戸268番地の１
なんと農業協同組合　総務課
TEL 0763－62－2123　までお問合せください
卒業見込みの方は・・・
マイナビ2020よりお申込み・お問合せ下さい。個別で連
絡いたします。

説明会・試験選考会のお申込み・お問い合わせは

展示会案内はがき持参の方及び農業機械ご成約の方

春の農機展示会

超特価目玉商品

お問合せ：ＪＡなんと 農機課 ☎ 64－2013
　　　　  南砺市蛇喰1008

「生たまご（６個入り）」
プレゼント

受付期間：2019年4月1日（月）～4月12日（金）

お楽しみ大抽選に参加できますお楽しみ大抽選に参加できます

3/16（土）17（日）9：00～16：00
場 所 ＪＡなんと農機センター

３００パック限定

来来ごご 場場 特特 典典典典

2020年 短大・大学卒業程度新規職員採用のお知らせ短大・大学卒業程度新規職員採用のお知らせ

草刈機

畦草刈機

・詳しい内容は最寄りのＪＡの支店までお問い合わせください。
取扱代理店：なんと農業協同組合
西 部 支 店　６２－１１１１　　東 部 支 店　６２－１３１３
五箇山支店　６２－２２４１　  共済センター　６２－４１２８

引受保険会社共栄火災海上保険株式会社
PB115600(’17.03改）M

A1614430A2276-20170303（2017年3月作成）

突然の交通事故がお子さんにふりかかってしまっ
たら･･･？
自転車補償プランは安心をお届けします。

自転車補償プラン
（交通事故傷害保険＋日常生活個人賠償責任特約付帯）

価格は展示会場にて当日発表します

人気のトラクターや
自走式草刈機も
展示しています！
人気のトラクターや
自走式草刈機も
展示しています！

【人事異動】　平成31年 3月１日付
●異動 上田　深雪 【新職務】営農部生産資材課　　　　　　 　　【旧職務】総合企画室総務課付け（育児休業）
　　　 舘　　由紀 【新職務】総合企画室総務課付け（育児休業） 　【旧職務】東部支店

162019年 3月号17 2019年 3月号



ク
ロ
ス
ワ
�
ド
パ
ズ
ル

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

　
柿
の
剪
定
は
高
品
質
な
柿
を
育
て
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な

作
業
で
す
。
1
枚
1
枚
の
葉
の
日
当
た
り
を
良
く
す
る
た
め
、

枝
か
ら
葉
が
ど
の
よ
う
に
出
る
か
見
極
め
、
防
除
や
草
刈
の
作

業
が
安
全
に
で
き
る
よ
う
な
高
さ
に
手
際
よ
く
剪
定
し
て
い
き

ま
す
。

　
取
材
し
た
城
端
果
樹
協
会
の
開
正
雄
副
会
長
に
よ
る
と
、
膝
丈
よ
り
雪
が
あ
る
年

は
園
地
内
を
除
雪
後
、
高
所
作
業
車
で
剪
定
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
は
、

種
無
し
果
の
発
生
を
な
く
す
た
め
、
受
粉
樹
の
接
ぎ
木
の
講
習
会
を
し
た
い
と
意
気

込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

応
募
総
数
16
名
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

細
川
　
弘
子
さ
ん
　     

水
上
美
智
子
さ
ん
　
　
　
山
本
　
み
よ
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
F
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
!!

2
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

① ホー、ホケキョ！
② わずかな希望のことを──の望みともい
います

③ 当たりかな、外れかな
④ カビが増殖するために飛ばします
⑤ 春・夏・秋・冬と巡ります
⑧ 長湯をして──のように真っ赤になった
⑩ 受験生に問題用紙と──用紙が配られた
⑬ しょうゆ、みそ、塩、豚骨……色んな味
があります

⑭ 開店祝いの札を付けた物が店先にずらり
と並ぶことも

⑯ 耳たぶに穴を開けて着けます
⑰ 2本で1膳と数えます
⑱ 祝いの席では尾頭付きが用意されること
もあります

ヨコのキーワード

家
の
光  

３
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
振
り
返
れ
ば
、
大
災
害
が
多
発
し

た
30
年
間
。
被
災
地
で
は
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
、
農
地
に
も
深
い
爪
痕

が
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
人
々
は

経
験
を
教
訓
に
変
え
、
復
興
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
平
成

30
年
7
月
豪
雨
、
台
風
第
21
号
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
の
ほ
か
、
こ
の

30
年
間
で
起
こ
っ
た
災
害
の
被
災
地

を
訪
ね
、
食
と
農
を
未
来
へ
と
つ
な

ぐ
た
め
に
歩
み
続
け
る
人
々
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

平
成
の
災
害
を
忘
れ
な
い

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

① 

目
だ
け
パ
チ
ン
と
つ
む
り
ま
す

④ 

夜
空
で
き
ら
め
き
ま
す

⑥ 

不
満
が
た
ま
る
と
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
も

⑦ 

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
こ
と

⑨ 

ホ
エ
ー
ル
は
ク
ジ
ラ
、
ド
ル
フ
ィ
ン
は
│
│

⑪ 

師
匠
に
就
い
て
学
ぶ
立
場
で
す

⑫ 

丸
木
を
組
ん
で
作
る
舟

⑭ 

平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
鳥

⑮ 

コ
ン
ビ
ニ
で
免
許
証
の
│
│
を
取
っ
た

⑰ 
機
嫌
が
い
い
と
き
に
漏
れ
る
「
フ
ン
フ
ン
フ
ー
ン

♪
」

⑲ 
な
め
て
味
わ
う
お
菓
子

⑳
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
の
ば
し
ま
す

㉑
│
│
先
は
闇
、
慎
重
に
進
み
た
い
も
の
で
す

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
12
回
定
例
理
事
会

　2
月
25
日
開
催

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

今
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

平
成
31
年
3
月
20
日（
水
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

マ

メ

マ

キ

第
１
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

　
　
法
令
等
を
厳
格
に
遵
守
し
、
業
務
の
健
全
性
と

適
正
性
を
確
保
し
つ
つ
、
公
正
か
つ
誠
実
な
事
業
運

営
を
遂
行
す
る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て

進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度
内
部
監
査
実
施
計
画

に
つ
い
て

　
　
業
務
適
正
化
の
促
進
と
不
祥
事
未
然
防
止
に
向

け
、
監
事
監
査
・
随
時
監
査
・Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構

監
査
・
公
認
会
計
士
監
査
と
連
携
し
な
が
ら
監
査

を
実
施
す
る
年
間
計
画
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度 

営
農
部
に
お
け
る
取

扱
い
手
数
料
率
等
決
定
の
件

　
　
営
農
部
各
課
で
取
り
扱
う
品
目
及
び
手
数
料
率
、

決
済
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度 

生
活
部
に
お
け
る
取

扱
い
手
数
料
率
等
決
定
の
件

　
　
生
活
部
各
課
で
取
り
扱
う
手
数
料
率
等
に
つ
い

て
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度
　
㈱
リ
ー
フ
の
事
業

計
画
に
つ
い
て

　
　
「
ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端
」
な
ら
で
は
の
特
色
を
生

か
し
た
地
域
の
農
産
物
や
食
品
の
販
売
を
強
化
し
、

特
色
の
あ
る
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス
と
し
て
目
指
し

て
い
く
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案
　
富
山
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す

る
振
替
増
資
に
つ
い
て

　
　
同
協
会
と
取
り
交
わ
し
を
す
る
業
務
委
託
契
約

に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
手
数
料
が
振
替
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
増
資
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ

れ
た
。

第
７
号
議
案
　
会
計
監
査
人
予
定
者
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
改
正
農
協
法
に
基
づ
き
9
月
末
ま
で
に
会
計
監

査
人
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
候
補
者

の
う
ち
監
事
の
協
議
で
決
定
さ
れ
た
予
定
者
の
概

要
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案
　
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
当
農
協
が
所
有
す
る
土
地
の
う
ち
、
長
期
間
賃

貸
す
る
物
件
に
つ
い
て
今
後
も
使
用
す
る
見
込
み

が
無
い
こ
と
か
ら
現
在
の
賃
借
人
へ
譲
渡
す
る
旨
を

説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
９
号
議
案
　
マ
ネ
ロ
ン
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
等

へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
類
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
な

正組合員数 2,257人（▲21）
正組合員戸数 1,922戸（▲14）
准組合員数 1,845人（▲14）
准組合員戸数 1,287戸（▲19）

ＪＡなんと 協同の成果協同の成果

Ｈ31年1月末現在

貯　金　高 634億円 （▲15）
貸　付　高 42億円 （1）
共済保有高 1,408億円 （▲46）
販売品販売高 13.2億円 （▲1.3）
購買品供給高 19億円 （▲0.1）

（前年同月比）

営業時間
皆様のご来店をお待ちしております

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

　セフレの｢ひまわり特価市｣３月度企画

（行事予定）
日
月
火
水

木

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

10
11
12
13
14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9

4月

3月

やすんごと会
年金友の会本部役員総会

春分の日
ガソリン・軽油　特売日

第1回定例理事会
共済友の会本部役員会

ふれあい訪問日(～10日)

当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

名水こしひかりに塩味の
桜の花をあしらいおむすびに
仕上がりました！
桜を目で見て楽しみ
食して香り、食味を楽しみ
五感で春の訪れを感じて
見ませんか？

附
議
議
案

附
議
議
案

●駅弁・空弁祭り実施

●３月21日(木)月に一度の謝恩会実施

●Αコープ決算セール実施のご案内

●セルフ精算レジを一部導入しました

期間：3月28日（木）～31日(日)
こうほうにお買物券が付いています。
※店内にて200円以上のお買物時に御利用できます。
精算前にレジ係にお渡し下さい。

全国各地から
駅弁・空弁が大集合

この機会に一度ご賞味下さいませ。

店内お買得な一日となっています。

レジスタッフが丁寧にお手伝いします。
お会計までスタッフが行う従来のレジ
もあります。

実施日 実施日：３月16日(土)

円円
1個

（税込）

報
告
事
項

報
告
事
項

「桜むすび」「桜むすび」「桜むすび」 今年も桜の季節がやってきました！！

　
ど
へ
の
対
応
に
関
し
、
金
融
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
た
対
策
強
化
を
進
め
る
た
め
関
係
規
程
類
の

改
正
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
10
号
議
案
　
特
定
事
業
者
作
成
書
面
の
改
正
に
つ

い
て

　
　
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
犯
罪
収
益
移
転
防
止

法
が
施
行
さ
れ
、「
特
定
事
業
者
作
成
書
面
」
を
作

成
し
運
用
し
て
い
た
が
、
新
た
に
当
Ｊ
Ａ
の
特
性
等

を
踏
ま
え
た
「
特
定
事
業
者
作
成
書
面
」
を
制
定

す
る
旨
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

①
１
月
末
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
、
総
損

益
計
算
書
に
よ
り
実
績
を
報
告
し
た
。

②
効
率
化
店
舗
適
用
申
請
結
果
通
知
に
つ
い
て

　
　
農
林
中
央
金
庫
富
山
支
店
に
対
し
、
内
部
管
理

態
勢
に
か
か
る
指
導
基
準
・
体
制
整
備
基
準
の
「
効

率
化
店
舗
基
準
」
の
適
用
を
お
こ
な
う
店
舗
の
申

請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
適
用
対
象
と
な
る
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

③
城
端
・
井
口
・
平
・
上
平
地
区
冬
季
集
落
座
談
会
の

意
見
集
約

　
　
1
月
28
日
か
ら
2
月
24
日
ま
で
に
44
会
場
で
開

催
さ
れ
、
各
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
要
望
や
意
見
に
つ

い
て
の
内
容
を
報
告
し
た
。

⑤
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　
「
お
得
な
旅
行
プ
ラ
ン
」、「
巡
回
灯
油
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
チ
ラ
シ
配
付
と
共
に
組
合
員
宅
へ
訪
問
し
、

そ
の
際
に
職
員
が
賜
っ
た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑥
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
１
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
や
１
月
の
日
別
売

り
上
げ
表
か
ら
実
績
を
報
告
し
た
。

⑦
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
状
況
報
告

　
　
新
規
加
入
者
３
名
、
全
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加

入
者
５
名
、
一
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加
入
者
11
名
、

相
続
に
よ
る
新
規
加
入
者
10
名
、
死
亡
に
よ
る
脱

退
者
15
名
、
譲
渡
に
よ
る
脱
退
者
５
名
、
任
意
脱
退

者
３
名
と
報
告
し
た
。

⑧
2
0
1
9
年
度
（
2
0
2
0
年
４
月
採
用
）
職
員
公

募
に
つ
い
て

　
　
2
0
1
9
年
度
に
お
け
る
職
員
採
用
選
考
会
の

開
催
予
定
に
つ
い
て
、募
集
要
項
を
示
し
報
告
し
た
。

⑨
平
成
30
年
度
決
算
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
2
月
末
見
通
し
決
算
額
に
つ
い
て
、
損
益
計
算
書

を
用
い
当
期
剰
余
金
計
上
の
見
込
み
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

180180

182019年 3月号19 2019年 3月号



ク
ロ
ス
ワ
�
ド
パ
ズ
ル

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

　
柿
の
剪
定
は
高
品
質
な
柿
を
育
て
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な

作
業
で
す
。
1
枚
1
枚
の
葉
の
日
当
た
り
を
良
く
す
る
た
め
、

枝
か
ら
葉
が
ど
の
よ
う
に
出
る
か
見
極
め
、
防
除
や
草
刈
の
作

業
が
安
全
に
で
き
る
よ
う
な
高
さ
に
手
際
よ
く
剪
定
し
て
い
き

ま
す
。

　
取
材
し
た
城
端
果
樹
協
会
の
開
正
雄
副
会
長
に
よ
る
と
、
膝
丈
よ
り
雪
が
あ
る
年

は
園
地
内
を
除
雪
後
、
高
所
作
業
車
で
剪
定
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
は
、

種
無
し
果
の
発
生
を
な
く
す
た
め
、
受
粉
樹
の
接
ぎ
木
の
講
習
会
を
し
た
い
と
意
気

込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

応
募
総
数
16
名
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

細
川
　
弘
子
さ
ん
　     

水
上
美
智
子
さ
ん
　
　
　
山
本
　
み
よ
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
F
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
!!

2
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

① ホー、ホケキョ！
② わずかな希望のことを──の望みともい
います

③ 当たりかな、外れかな
④ カビが増殖するために飛ばします
⑤ 春・夏・秋・冬と巡ります
⑧ 長湯をして──のように真っ赤になった
⑩ 受験生に問題用紙と──用紙が配られた
⑬ しょうゆ、みそ、塩、豚骨……色んな味
があります

⑭ 開店祝いの札を付けた物が店先にずらり
と並ぶことも

⑯ 耳たぶに穴を開けて着けます
⑰ 2本で1膳と数えます
⑱ 祝いの席では尾頭付きが用意されること
もあります

ヨコのキーワード

家
の
光  

３
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
振
り
返
れ
ば
、
大
災
害
が
多
発
し

た
30
年
間
。
被
災
地
で
は
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
、
農
地
に
も
深
い
爪
痕

が
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
人
々
は

経
験
を
教
訓
に
変
え
、
復
興
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
平
成

30
年
7
月
豪
雨
、
台
風
第
21
号
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
の
ほ
か
、
こ
の

30
年
間
で
起
こ
っ
た
災
害
の
被
災
地

を
訪
ね
、
食
と
農
を
未
来
へ
と
つ
な

ぐ
た
め
に
歩
み
続
け
る
人
々
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

平
成
の
災
害
を
忘
れ
な
い

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

① 

目
だ
け
パ
チ
ン
と
つ
む
り
ま
す

④ 

夜
空
で
き
ら
め
き
ま
す

⑥ 

不
満
が
た
ま
る
と
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
も

⑦ 

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
こ
と

⑨ 

ホ
エ
ー
ル
は
ク
ジ
ラ
、
ド
ル
フ
ィ
ン
は
│
│

⑪ 

師
匠
に
就
い
て
学
ぶ
立
場
で
す

⑫ 

丸
木
を
組
ん
で
作
る
舟

⑭ 

平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
鳥

⑮ 

コ
ン
ビ
ニ
で
免
許
証
の
│
│
を
取
っ
た

⑰ 

機
嫌
が
い
い
と
き
に
漏
れ
る
「
フ
ン
フ
ン
フ
ー
ン

♪
」

⑲ 

な
め
て
味
わ
う
お
菓
子

⑳
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
の
ば
し
ま
す

㉑
│
│
先
は
闇
、
慎
重
に
進
み
た
い
も
の
で
す

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
12
回
定
例
理
事
会

　2
月
25
日
開
催

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

今
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

平
成
31
年
3
月
20
日（
水
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

マ

メ

マ

キ

第
１
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

　
　
法
令
等
を
厳
格
に
遵
守
し
、
業
務
の
健
全
性
と

適
正
性
を
確
保
し
つ
つ
、
公
正
か
つ
誠
実
な
事
業
運

営
を
遂
行
す
る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て

進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度
内
部
監
査
実
施
計
画

に
つ
い
て

　
　
業
務
適
正
化
の
促
進
と
不
祥
事
未
然
防
止
に
向

け
、
監
事
監
査
・
随
時
監
査
・Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構

監
査
・
公
認
会
計
士
監
査
と
連
携
し
な
が
ら
監
査

を
実
施
す
る
年
間
計
画
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度 

営
農
部
に
お
け
る
取

扱
い
手
数
料
率
等
決
定
の
件

　
　
営
農
部
各
課
で
取
り
扱
う
品
目
及
び
手
数
料
率
、

決
済
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度 

生
活
部
に
お
け
る
取

扱
い
手
数
料
率
等
決
定
の
件

　
　
生
活
部
各
課
で
取
り
扱
う
手
数
料
率
等
に
つ
い

て
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案
　
2
0
1
9
年
度
　
㈱
リ
ー
フ
の
事
業

計
画
に
つ
い
て

　
　
「
ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端
」
な
ら
で
は
の
特
色
を
生

か
し
た
地
域
の
農
産
物
や
食
品
の
販
売
を
強
化
し
、

特
色
の
あ
る
ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス
と
し
て
目
指
し

て
い
く
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案
　
富
山
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す

る
振
替
増
資
に
つ
い
て

　
　
同
協
会
と
取
り
交
わ
し
を
す
る
業
務
委
託
契
約

に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
手
数
料
が
振
替
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
増
資
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ

れ
た
。

第
７
号
議
案
　
会
計
監
査
人
予
定
者
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
改
正
農
協
法
に
基
づ
き
9
月
末
ま
で
に
会
計
監

査
人
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
候
補
者

の
う
ち
監
事
の
協
議
で
決
定
さ
れ
た
予
定
者
の
概

要
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案
　
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
当
農
協
が
所
有
す
る
土
地
の
う
ち
、
長
期
間
賃

貸
す
る
物
件
に
つ
い
て
今
後
も
使
用
す
る
見
込
み

が
無
い
こ
と
か
ら
現
在
の
賃
借
人
へ
譲
渡
す
る
旨
を

説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
９
号
議
案
　
マ
ネ
ロ
ン
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
等

へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
類
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
な

正組合員数 2,257人（▲21）
正組合員戸数 1,922戸（▲14）
准組合員数 1,845人（▲14）
准組合員戸数 1,287戸（▲19）

ＪＡなんと 協同の成果協同の成果

Ｈ31年1月末現在

貯　金　高 634億円 （▲15）
貸　付　高 42億円 （1）
共済保有高 1,408億円 （▲46）
販売品販売高 13.2億円 （▲1.3）
購買品供給高 19億円 （▲0.1）

（前年同月比）

営業時間
皆様のご来店をお待ちしております

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

　セフレの｢ひまわり特価市｣３月度企画

（行事予定）
日
月
火
水

木

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

10
11
12
13
14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9

4月

3月

やすんごと会
年金友の会本部役員総会

春分の日
ガソリン・軽油　特売日

第1回定例理事会
共済友の会本部役員会

ふれあい訪問日(～10日)

当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

名水こしひかりに塩味の
桜の花をあしらいおむすびに
仕上がりました！
桜を目で見て楽しみ
食して香り、食味を楽しみ
五感で春の訪れを感じて
見ませんか？

附
議
議
案

附
議
議
案

●駅弁・空弁祭り実施

●３月21日(木)月に一度の謝恩会実施

●Αコープ決算セール実施のご案内

●セルフ精算レジを一部導入しました

期間：3月28日（木）～31日(日)
こうほうにお買物券が付いています。
※店内にて200円以上のお買物時に御利用できます。
精算前にレジ係にお渡し下さい。

全国各地から
駅弁・空弁が大集合

この機会に一度ご賞味下さいませ。

店内お買得な一日となっています。

レジスタッフが丁寧にお手伝いします。
お会計までスタッフが行う従来のレジ
もあります。

実施日 実施日：３月16日(土)

円円
1個

（税込）

報
告
事
項

報
告
事
項

「桜むすび」「桜むすび」「桜むすび」 今年も桜の季節がやってきました！！

　
ど
へ
の
対
応
に
関
し
、
金
融
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
た
対
策
強
化
を
進
め
る
た
め
関
係
規
程
類
の

改
正
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
10
号
議
案
　
特
定
事
業
者
作
成
書
面
の
改
正
に
つ

い
て

　
　
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
犯
罪
収
益
移
転
防
止

法
が
施
行
さ
れ
、「
特
定
事
業
者
作
成
書
面
」
を
作

成
し
運
用
し
て
い
た
が
、
新
た
に
当
Ｊ
Ａ
の
特
性
等

を
踏
ま
え
た
「
特
定
事
業
者
作
成
書
面
」
を
制
定

す
る
旨
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

①
１
月
末
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
、
総
損

益
計
算
書
に
よ
り
実
績
を
報
告
し
た
。

②
効
率
化
店
舗
適
用
申
請
結
果
通
知
に
つ
い
て

　
　
農
林
中
央
金
庫
富
山
支
店
に
対
し
、
内
部
管
理

態
勢
に
か
か
る
指
導
基
準
・
体
制
整
備
基
準
の
「
効

率
化
店
舗
基
準
」
の
適
用
を
お
こ
な
う
店
舗
の
申

請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
適
用
対
象
と
な
る
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

③
城
端
・
井
口
・
平
・
上
平
地
区
冬
季
集
落
座
談
会
の

意
見
集
約

　
　
1
月
28
日
か
ら
2
月
24
日
ま
で
に
44
会
場
で
開

催
さ
れ
、
各
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
要
望
や
意
見
に
つ

い
て
の
内
容
を
報
告
し
た
。

⑤
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　
「
お
得
な
旅
行
プ
ラ
ン
」、「
巡
回
灯
油
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
チ
ラ
シ
配
付
と
共
に
組
合
員
宅
へ
訪
問
し
、

そ
の
際
に
職
員
が
賜
っ
た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑥
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
１
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
や
１
月
の
日
別
売

り
上
げ
表
か
ら
実
績
を
報
告
し
た
。

⑦
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
状
況
報
告

　
　
新
規
加
入
者
３
名
、
全
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加

入
者
５
名
、
一
部
譲
渡
に
よ
る
新
規
加
入
者
11
名
、

相
続
に
よ
る
新
規
加
入
者
10
名
、
死
亡
に
よ
る
脱

退
者
15
名
、
譲
渡
に
よ
る
脱
退
者
５
名
、
任
意
脱
退

者
３
名
と
報
告
し
た
。

⑧
2
0
1
9
年
度
（
2
0
2
0
年
４
月
採
用
）
職
員
公

募
に
つ
い
て

　
　
2
0
1
9
年
度
に
お
け
る
職
員
採
用
選
考
会
の

開
催
予
定
に
つ
い
て
、募
集
要
項
を
示
し
報
告
し
た
。

⑨
平
成
30
年
度
決
算
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
2
月
末
見
通
し
決
算
額
に
つ
い
て
、
損
益
計
算
書

を
用
い
当
期
剰
余
金
計
上
の
見
込
み
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

180180

182019年 3月号19 2019年 3月号
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クリーニングの白光舎クリーニングの白光舎
　有効期限：平成31年3月10日（日）～4月9日（火）
（Ｙシャツ・特殊品・セール品は除きます）

☎ 62－0019

※必ず本券をお持ちください
25%off25%off25%off25%off

セフレセフレ クリーニング割引券クリーニング割引券
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アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　田舎の味噌づくり体験では、蒸した熱々の大豆を試食
した参加者に、これから作る味噌への期待で大豆以上
の熱気を感じました。　　　　　　　　　　　  （山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）

  各カートピアSSへ

皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
31年

№
216

●
編
集
・
発
行
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【ご利用時のお約束】
＊この券は平成31年3月31日（日）まで、Ａコープなんとセフレ店でご利用
できます。

＊この券は2００円以上のお買物時にご利用できます。精算時にレジ係に
お渡しください。

見 本

見 本


